
徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 15 ―

 【論　　説】　

徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）
― 鳥居龍蔵等による 1922（大正11）年発掘調査の出土遺物の様相 ―

湯浅　利彦１

はじめに

　前稿（湯浅　2017）において，鳥居龍蔵等による城山貝塚発掘の出土資料および記録の精査を行っ
た。まず，1922（大正 11）年 4月 3日の城山貝塚発見に至る経緯から 5月 29日調査完了までの経過を，
新聞報道および鳥居龍蔵，笠井新也，森敬介の記録などで復元した。次に，東京大学総合研究博物館
人類先史部門が所蔵する実物資料，および森敬介，前田正一，井上達三が遺した拓本・スケッチ等の
態様を分析した

（1）
。その結果は，203点の実物資料と 154点の実物の存在しない拓本・スケッチ資料が

遺されていることがわかった。数え方などで前稿でも若干の齟齬があるが，本稿では，前稿の一覧表（表
1～ 7）の各項目を対象として，出土資料の情報を出土地点ごとに再整理し，報告するものである。
　出土資料は各地点ごとに，①実物資料の実測図面と拓本

（2）
，内外面の写真，②拓本だけ遺る資料，③

実物が遺る自然遺物等の写真，④スケッチだけ遺る資料の順にして通番を付けた。文末の表 1～ 15で
は通番を基準に出土資料の観察内容をまとめているが，「実測」「拓本スケッチ」「写真」各々該当する
欄に前稿の表にある仮番号を記入して，通番と対照できるようにした

（3）
。加えて表 16に仮番号を基準

とした新旧対応表を作成し，重複拓本やごく小片で態様を把握し難いことを理由に本稿から除外した
ものがわかるように示した。
　また，貝塚や出土の状況は「資料紹介　城山調査写真」（石尾　2013，以下「写真」と略す）を参照
しながら記述した。
　なお，城山第 2号貝塚出土の人骨資料については，本誌の別稿（佐宗ほか　2020）の分析を参照さ
れたい。

1　城山貝塚の位置と周辺の歴史的環境（図 1～ 4）

　城山貝塚のある徳島市は現吉野川の最下流に展開する沖積平野に位置する。城山は徳島市中心部に
あり，豊臣政権以降，藩主蜂須賀氏の居城が置かれたことから，この名で親しまれている。
　城山は東西約 400m，南北約 200m，標高は 61.6m，地質は三波川変成岩帯の一部で，西側の眉山と
もつながる固い結晶片岩の独立山塊である。斜面はクスノキ･ホルトノキなどの常緑広葉樹林が繁る。
　旧石器時代の洪積層は河口域で現地表下約 25～ 40mに存在することが各種ボーリングデータで明
らかとなっている

（4）
。吉野川流域の段丘・山麓に分布する旧石器が河谷に存在する可能性はあるが，確

かめるのは極めて困難である
（5）
。

　縄文海進によって吉野川河谷は内海と化し，上流域から徐々に陸地化していった。城山がいつごろ
眉山山塊と陸続きになったかについて諸説あるが，縄文時代の終わり頃まで弧島であったとする考え
が一般的である

（6）
。なお，城山の東側に海蝕痕が数カ所ある。現標高 2.5～ 3mで，早期末～前期初め

の高水位の縄文海進の際に浸蝕されたものと考えられている（阿子島　1972）。中期～弥生時代には
低水位（現水位－ 1～ 2m）との考え方もあり，貝塚の位置や孤島問題との関係はまだ検討の余地が
ある。
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　近隣の縄文時代遺跡は眉山北麓の三谷遺跡が古くから知られ，大正時代には佐古大安寺前の遺物散
布地として帰郷した鳥居を森らが案内した。その後 1925（大正 14）年，佐古配水場建設の際に縄文
土器や石器，「丸木舟」が出土し，大きな話題となった

（7）
。1990（平成 2）年に徳島市教育委員会が発

掘調査して，縄文時代晩期末の貝塚として弥生文化との接点や豊富な自然遺物などが注目されている
（8）
。

　三谷遺跡西側に隣接する眉山北西麓の庄遺跡からも，少量ではあるが縄文時代後期中葉の土器，後
期末の石囲炉を持つ竪穴住居が検出されており，晩期中葉～末の土器も散見する

（9）
。さらに西側の名東

遺跡でも晩期後半の土器，石鍬や石棒などの石器が出土している（名東遺跡発掘調査委員会 1990）。
園瀬川流域七つ山の八万犬山遺跡では，前期末～中期の土器が出土した（藤川　2004）。また近年，
眉山東麓の勢見山岩ノ鼻において大正時代に後期中葉の土器が出土していたことが判明した（石井　
2017）。
　弥生時代の遺跡としては，眉山北西麓の南蔵本遺跡から庄，南庄，名東遺跡にいたる庄遺跡群とも
呼ぶべき範囲で，前期から後期の拠点的な大遺跡が展開する。特に遺跡東部では前期前半の灌漑水路
を検出しており，稲作を中心とする弥生文化を持つ集団が，県域で最初に定着した地域とみられる。
眉山東麓の弥生遺跡は把握されていない。
　古墳時代も眉山北西麓に名東山・節句山など前～終末期の古墳群があり，南麓にも恵解山古墳群，
犬山古墳群など中期古墳が展開する。東麓では鳥居が少年時代に報告した勢見山古墳

（10）
が知られるだ

けであり，城山に古墳があった可能性は長く語られることはなかった。
　古代，国府は城山から約 7.5km西方の徳島市国府町に置かれた。庄遺跡群に遺構・遺物がある。城
山周辺では，城下町遺跡下の砂層から平安時代の黒色土器が出土したことがある。
　中世には徳島市域東部には富田庄が置かれた。遺跡としては庄遺跡群に加え，中島田遺跡・田宮遺
跡などが沖積地で新たに展開する。また城館も蔵本城・島田城・津田城など伝承地があり，城山もか

図１　城山貝塚の位置と周辺の遺跡  （国土地理院 1/25,000「徳島」［大正 6 年側図］を基に作成）
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＊青色表示は、城山貝塚発掘当時の記録に登場する遺跡・地名等、赤色表示は現在把握されている遺跡等を表す
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つては「猪山」「渭山」等と呼ばれ，室町時代に城郭が置かれていたと伝わる。城山から約 300ｍ東
の城下町跡旧動物園地点などには 16世紀の遺構が検出されている

（11）
。

　戦国末期，四国を手中に収めた長宗我部氏を制圧した豊臣軍の蜂須賀家政が 1585年阿波に入部し，
当初拠点とした一宮城から，徳島と改称してこの地に居城を移した。蜂須賀氏は幕末まで，阿波，後
に淡路を加えて知行しつつ，徳島城下の新町川・助任川などが網流する砂州上に城下町建設を始め，
盛土を繰り返しながら江戸時代に約 1.5m積み上げて町を造り上げた。徳島城内には複数の小社が祀
られていたが，そのうち城山南西麓の龍王宮は社領 20石を与えられていた時期もあり，式内社「天
石門別豊玉比売神社」に比定する説も根強い。1875（明治 8）年眉山東麓の国瑞彦神社に合祀された。
　近代，徳島城は版籍奉還後に兵部省管理となり，県が城郭建造物を除却，1906（明治 39）年城山
山頂に招魂碑（のち徳島県護国神社，2002（平成 14）年に他所移転）が置かれ，1908（明治 41）年
に本多静六設計の西洋式公園を竣工させるなど様相を大きく変えていった

（12）
。県立図書館をはじめ千

　図３　現在の城山 　図４　「文学博士鳥居龍蔵先生記念碑」

図２　城山の貝塚等位置図
（徳島市都市計画図1/2,500を基に作成「この地図は徳島市長の承認を得て，1/2,500 地形図を複製したものである（承認番号　平30徳島市
指令都政第521号）」）
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秋閣，滴翠閣（のち武徳殿）などが建設された。城山貝塚の発見場所は前田正一が当時の「徳島公園
明細図」に付したメモ書きを写真で前稿（図 16）に掲載したが，図 2で現在の地図に位置を示した。
城内の旧表御殿庭園は国指定名勝，隣接する表御殿跡に徳島市立徳島城博物館，内町小学校を含む城
跡は国史跡，城山の自然林は「原生林」として市指定天然記念物，「城山の貝づか（塚）」3箇所は市
指定史跡となっている。また，鳥居が死去した 1953（昭和 28）年の 11月 3日，第 1号貝塚と第 3号
洞窟貝塚の中間地点に「文学博士鳥居龍蔵先生記念碑」が建立されている（図 4）。
　鳥居が城山貝塚を発見・発掘する大正期に知られていた遺跡は，勢見山古墳，佐古の椎宮神社ある
いは大安寺，蔵本城ノ内がある。佐古の採集地は三谷遺跡，蔵本は蔵本城伝承地に該当する。森が発
掘したという瑞巌寺の貝塚や鳥居と視察に行った弘誓寺貝塚の実態は現在もよくわかっていない。ま
た鳥居が後年に監修した『川内村史』（1937，現徳島市川内町）に記載された徳島市周辺の貝塚のな
かには，近年発掘された田宮遺跡や大松遺跡など中世貝塚がある

（13）
。

2　第 1号貝塚

（1）遺構の状況（図 5）

　第 1号貝塚は最初に発見された貝塚であるが，発掘調査における鳥居の関心は第 3号洞窟貝塚と第
2号貝塚に集中していて，鳥居の滞在中に第 1号貝塚が顧みられることはなかった。発掘調査の終盤
になって井上が着手し，後に森が協力した。遺物については井上と森の拓本など記録があるが，遺構
については「写真」図 9の 2枚の写真と，｢写真」図 10で示された写真の裏書きでわかる様子が全て
である。
　「写真」図 9aで発掘区域の全景が，bで井上や岩塊の大きさとの比較で貝層の様子がみえる。特に
朱書きを加えた「写真」図 10aのスケッチで，岩陰に形成されていた貝塚が，現在の標柱奥に見える
岩塊が分離して落下し貝層を押し潰したと捉えている。その岩塊の際を発掘しており，スケッチには
「五月二十二日発掘ノ結果　二尺以下ヨリ貝出テ　四尺ニテ大貝層トナル」と注記がある。掘削深度
約 60cmから混貝土層となり，約 120cmで貝層に到達すると読める。bの写真から，貝層を掘りきっ
て無遺物層まで到達しているとは考えにくく，広がりも捉えきれていない。
　

　図５　第１号貝塚の現況
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いは大安寺，蔵本城ノ内がある。佐古の採集地は三谷遺跡，蔵本は蔵本城伝承地に該当する。森が発
掘したという瑞巌寺の貝塚や鳥居と視察に行った弘誓寺貝塚の実態は現在もよくわかっていない。ま
た鳥居が後年に監修した『川内村史』（1937，現徳島市川内町）に記載された徳島市周辺の貝塚のな
かには，近年発掘された田宮遺跡や大松遺跡など中世貝塚がある

（13）
。

2　第 1号貝塚

（1）遺構の状況（図 5）

　第 1号貝塚は最初に発見された貝塚であるが，発掘調査における鳥居の関心は第 3号洞窟貝塚と第
2号貝塚に集中していて，鳥居の滞在中に第 1号貝塚が顧みられることはなかった。発掘調査の終盤
になって井上が着手し，後に森が協力した。遺物については井上と森の拓本など記録があるが，遺構
については「写真」図 9の 2枚の写真と，｢写真」図 10で示された写真の裏書きでわかる様子が全て
である。
　「写真」図 9aで発掘区域の全景が，bで井上や岩塊の大きさとの比較で貝層の様子がみえる。特に
朱書きを加えた「写真」図 10aのスケッチで，岩陰に形成されていた貝塚が，現在の標柱奥に見える
岩塊が分離して落下し貝層を押し潰したと捉えている。その岩塊の際を発掘しており，スケッチには
「五月二十二日発掘ノ結果　二尺以下ヨリ貝出テ　四尺ニテ大貝層トナル」と注記がある。掘削深度
約 60cmから混貝土層となり，約 120cmで貝層に到達すると読める。bの写真から，貝層を掘りきっ
て無遺物層まで到達しているとは考えにくく，広がりも捉えきれていない。
　

　図５　第１号貝塚の現況
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（2）出土遺物の様相（図 6～ 9，表 1）
　実物資料は遺っていな
い。拓本とスケッチで概要
を知ることができる。井上
の「遺跡地」に採録された
6点の縄文土器と石器 2点，
自然遺物 3点のあわせて
11点，森の ｢出土品」に
ある弥生土器 1点，「遺物
集」に採拓された 13点の
縄文土器，土製品 1点，前
田の ｢鑑」にまとめられた
縄文土器拓本 1点と石器ス
ケッチ 1点，貝殻スケッチ
9点を掲載した。3点重複
があるが，状態の良いもの
を選んだ。拓本は多くが一
枚にランダムな配置で採拓
されている。これを実測図
の表現と同様に左側外面，
中央内面，右側断面と配置
するのを原則としたが，断
面の採り方によって展開に
従って置くこともある。
　縄文土器は 1～ 19と 27
である。1は鉢であり，2
はその底部の可能性が高
い。3・4も縄文の施文状
況から，同一個体である可
能性が高い。口縁部の上面
のスケッチから口径を復元
して組み合わせた。2の底
部も外面拓本から底径を復
元して組み合わせた。口縁
部は外面を肥厚させ，精緻
な縄文を施す。頸部は内傾
して無文，胴部はくびれて
最大径を持ち，口縁部と同
じ原体で羽状縄文を施し
ている。3・4の羽状縄文
も同一原体の胴部とみられ
る。1には「砂金入り」の
注記があり，井上拓本には
朱点でその位置を示してい
る。いわゆる金雲母を含む

3

2

1

図６　第１号貝塚出土土器拓本図（１）

4

5
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図７　第１号貝塚出土土器拓本図（２）
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図８　第１号貝塚出土遺物拓本・スケッチ図（３）
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胎土とみてよいであろう。5・6も 1と
同様に口径を復元して組み合わせたも
の。肥厚させた口縁部外面の縄文施文，
頸部無文，胴部縄文の基本は 1と同じだ
が，縄文原体が１より太い。1～ 6は東
大阪市縄手遺跡出土例と酷似する

（14）
。泉

拓良の分類する後期中葉の北白川上層式
に属するもので，5・6は深鉢 E類で 1期，
1～ 4は鉢 C類で 2期に位置づけられる
（泉　1980･1981）。縄手遺跡は生駒山地
西麓に位置し，角閃石や金雲母を含んだ
独特の胎土を持つ土器で知られる。実物
の比較はできないが，彼の地からの搬入
土器である可能性が考えられる。
　7は 2条の沈線と縄文が確認できるが，
小片のため器形を想起できない。8も外
面に縄文が確認できる。9は断面形のス
ケッチから，内面肥厚帯に縄文が施され
る形態であると考えられ，後期中葉の彦
崎ＫⅡ式とみられる。ここまでが縄文時
代後期の土器である。
　10は外面に二枚貝条痕が顕著で，孔
が一つ確認できる。内外面とも欠けた部
分が無いことから，焼成前穿孔とみられ
る。11も内外面とも二枚貝条痕で，井
上の断面を中においた配置から内外面を
判断した。こちらも補修孔があり，内面
から開けている。二枚貝を器面調整に使
う粗製土器の登場は徳島市矢野遺跡に縄
文時代後期初頭の事例が多くあるが，一
般的に後期後半～末は巻貝条痕が盛行し，晩期前葉に二枚貝条痕となる。ここでは，後期初頭の文様
構成はみられないので，後期後半以降の流れの一環と捉えて，晩期前葉の土器と考えておきたい。
　12は深鉢の口縁部とみられ，口縁部外面をやや肥厚させているようだ。しかし特に文様は施さず，
横方向の条痕がみられる。13～ 15は外面にやや強く乱れた条線がのこる。強くなで上げた痕跡とみ
られ，深鉢の胴部下半の可能性が高いと考える。
　16は外面に 1条の沈線または条線がある。文様構成の一部か否か判別できないが，器面の平滑な
感じから浅鉢と捉えた。17は浅鉢の外反する口縁部で，口縁端部内面に段状の沈線がある。18は緩
い波状口縁の外傾する口縁部とみた。19は浅鉢底部，20は小さな器状の土製品である。
　21は器面の拓本に添えられた注記と，拓本の平滑な感じから弥生土器と考えた。27は後年の1932（昭
和 7）年 8月に前田正一が採集したもので，二枚貝条痕の縄文土器とみられる。
　22・23は石器のスケッチで，サヌカイト製の刃器とみられるが，独特の表現で実態はよくわから
ない。29は前田正一のスケッチ「サヌカイト製石庖丁」であるが，大きさや形状に違和感があり，
剥片ないしは石核と考えられる。
　24は桃核の中央に穴があり，井上は笛だというが，貝塚内から出土したものかどうかも疑問がある。
　25・26は二枚貝の中央に穿孔し，垂飾品の一部としたものとみられる。スケッチであるので実際

29

28

図９　第１号貝塚出土遺物スケッチ図（４）　図９　第１号貝塚出土遺物スケッチ図（４）
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図９　第１号貝塚出土遺物スケッチ図（４）　図９　第１号貝塚出土遺物スケッチ図（４）
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の大きさは不明だが，スケッチを 1/2の大きさで掲載した。28は二枚貝 6つと巻き貝 1つのスケッチ。
大ハマグリは地点不明だが，「写真」図 9bの貝層の写真をみると，大きな貝殻が写っているのでここ
で掲載した。また，前稿でも触れたが，発見時に「貝は二寸五分（約 7.5cm）の蛤貝を主としカキ貝，
アサリ貝，マキ貝，アカニシ貝，アカ貝，シリダカ貝等」

（15）
という記事があり，出土した貝の種類を

知ることができる。

3　第 2号貝塚

（1）遺構の状況（図 10～ 15）
　公園の園路に沿った第
1号貝塚や第 3号洞窟貝
塚とは異なり，第 2号貝
塚は図 10のように林間
にある。｢写真｣ 図 11・
29と比べると，当時の
地形状況は現在とずい
ぶん異なり，手前の部
分が現状より急斜面で，
図 10左下の岩全体が露
出した状態であったよう
だ。
　徳島県立図書館が所
蔵している前田正一資
料「鑑」のなかに彼が記
録した平面図，断面図が
ある。それぞれの関係性

がわかりにくいが，本貝塚関連は平面図 1枚と断面図 3枚，そして人骨出土状況のスケッチ 2枚（図
11）である。
　図 12は平面図である。「方眼は 5寸四方とす」とあるので，基準は一目盛り 15.15cm（3.03cm× 5），
おおよそ 15cm目安である。東西・南北の基準線があり，交点の○印が基準点で，南北は 1尺（30.3cm）
刻みで西側 16，東側 19までグリッド表示がある。東西方向は基準点から西方向に 8まで，東方向 9
までグリッド数字の記載がある。遺物出土地点の記入範囲をみると，西側奥壁の南北方向幅は南側岩
壁を起点としてから北方向へ約 11尺（約 3.33m），東西方向は奥壁から東方向へ約 14尺（約 4.24m），
東端の南北方向は，「コレヨリ北貝ナシ」との記載までが約 11尺（約 3.33m），その北側に「弥生式土器」

　図 11　第２号貝塚人骨出土状況図 ( 前田正一作図 )　左：スケッチ　右：浄書

　図 10　第２号貝塚の現況
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などの注記や，「七尺ヨリ貝トナル」の注記のある範囲はさらに 3～ 4尺（0.91～ 1.21m）北側に延びる。
あわせて約 15尺（約 4.55m）となる。この台形状の範囲が第 2号貝塚の平面的広がりの範囲である。
このグリッド表示は図 13・14の断面図にも表示があり，おおよその位置を把握することができる。
また，層厚については，断面図の表現がそれぞれ異なるため把握しがたいが，貝塚底面を描き込んで
いる図 14断面図でみると，約 4尺 5寸（約 1.3m）～約 6尺（約 1.8m）と捉えることができる。
　図 12には「図中－ 5は基本水準面下五尺の意味なり」と注記があり，任意の水準線からの計測値
が記入され，整数か 0.5単位で記入されている。0.5尺＝ 5寸（15.15cm）程度の概数であり，＋ 4.0
～－ 7まで約 333cmのレベル差があるということは，貝塚のある水平面だけを表現したものではな

　図 12　第２号貝塚平面図（前田正一作図）

　図 13　第２号貝塚断面図１（前田正一作図）
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い累積図ということである。中央の南北方向の基準線より下（東）にマイナス数字があり，水準線か
らの垂直位置を示しているが，基準線より上（西）には 1～ 21までの自然数が記載されている。図
13の断面図にも同じ数字があるので対応しているものとみられる。数字の意味が異なるとみられ，
別にメモ書きで 1～ 21の内容記述がある。その内容は，

　図 14　第２号貝塚断面図２（前田正一作図）

　図 15　第２号貝塚断面図３（前田正一作図）
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図 16　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（１）
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1．シジミ，2．人骨 腰骨，3．蛤 カキ，4．肋骨 猪，5．アイヌ式土器，6．ブリ，7．シジミ，8．石器，
9．石器，10．骨，11．人骨 頭，12．足骨，13．土器，14．土器　井上ノ所ヨリ，15．種子，16．骨，
17．大腿骨，18．動物歯の骨，19．大腿骨，20．土器　弥生式，21．動物骨

であり，大きな話題となった人骨（第 1号人骨）の出土状況に関わる記録と考えられる。「写真」図
27ほかに撮影されているとおり，貝塚奥の岩体に接する位置である。人骨の出土状況スケッチは図
11に 2枚示した。1枚がスケッチ，もう 1枚が浄書である。当時の「写真」図 17・19ほかと比べて
も違和感はない。番号と遺物に記された番号を対応させられるものは 7点だが，内容的には必ずしも
対応しない（表 2～ 4参照）。
　図 13は奥（西）の岩体に向かって見通した断面図とみられ，「H」が貝塚に被さる岩（天井石）の
角をポイントとしたものであろう。｢H｣ は，図 12平面図にも記載がある。この「Ｈ」から約 1尺
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図 17　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（２）
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イヌ土器」，「肋骨」，「蛤カキ」など貝塚の内容を表す 1～ 6は人骨より下層に堆積している。しかし
一方，図 15の断面図では「人骨　頭蓋骨」は貝塚の西端に位置するところは同じだが，垂直位置は「岩
あご天井石」から 3.3尺（99.99cm），地表下 2.2尺（66.66cm）と表現されており，両断面図が整合し
ない。
　人骨が出土したため，周辺遺物の出土状況も注意深く記録され，60の縄文土器が「黒 枕下 2寸（約
6cm）位」から，59・61が ｢赤のアイヌ式　頭ト左腕トノ中間　骨ト同一平面」として，3点まとめ
て前田に認識され，実物資料もまとめて保管されてきた。また 112～ 115の ｢石斧」が頭骨附近から
出土したと認識されている。123．124の貝輪もこの人骨に伴うとの認識で，縄文人骨であろうとい
う認識が共有されていた。
　図 14の断面図では鉄器（126）の出土位置が注目点である。図 12の平面図には記載がなく，断面
図から読み解くと，東西基準線から北へ 5尺（1.52m），南北基準線からは西へ約 1.3尺（約39cm）の
位置で，地表下約 7寸（約21cm）ほどである。その平面位置をみると周囲には遺物の出土記録はない。
　図 15は図 12平面図とは対応していない。奥壁から東へ 7尺（2.12m）を描いており，貝層の分布
と黒灰色の土層と，混貝土層とみられる灰白色層が互層になっていることがわかる。
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図 18　第２号貝塚出土土器写真（１）
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図 19　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（３）
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（2）出土遺物の様相（図 16～ 40，表 2～ 4）
　実物資料 98点と拓本等 67点（重複除く）により，128点の出土資料の様相を観察できる。内訳は
縄文土器 70点，弥生土器 4点，土錘 1点，石器等 20点，鉄器 1点，貝輪 2点，貝類サンプル 13点，
動物骨等 17点である。
　まず，実物資料から分析を進めたい。図 16～ 18には縄文時代後期に位置づけられる土器を集めた。
土器 30・31は口縁端部外面を肥厚させて縄文を施す形態の深鉢である。ただ 31は器壁がやや薄く，
緻密な磨き調整があり，鉢や浅鉢の可能性もある。縁帯文様式の，北白川上層式，津雲 A式または
彦崎ＫⅡ式に通有な形態の土器である。32はわずかに肥厚させた口縁の端部に縄文を施し，外面に
は縦方向の深く乱れた条線が特徴的な土器である。典型的ではないが，後期中葉後半に散見される文
様である。33は深鉢の頸部とみられ，全体形状は不明であるが幅広の凹線があり，後期末に属する
可能性を考えてここに配置した。上下逆とみて晩期中葉に位置づけられる可能性もある。34は縄文
を施す胴部片，第 1号貝塚 5・6のような形状をもつ胴部の一部と考えられる。35は鉢または浅鉢の
口縁部，水平沈線が 3条確認でき，沈線間に縄文を施した痕跡がある。36は短い口縁部を外反させ
て頸部屈曲部を除いて縄文が施されている。37は口縁部外面をわずかに肥厚させて縄文，内面に沈線，
端部との間に縄文を施す。彦崎ＫⅡ式を特徴づける典型的形式である。38は屈曲・内傾する浅鉢の
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図 20　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（４）
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肩部で，沈線を境に縄文部・無文部が分けられる磨消縄文土器である。津雲 A式以前に位置づけら
れる可能性があろう。なお，この土器は 5月 3日に発見され，「純粋アイヌ式縄紋土器」として新聞
紙上や『阿波名勝』第 2号などで紹介され注目を集めた。
　縄文時代晩期中葉とみられる土器を，図 19～ 21に掲載した。39～ 44は無文の深鉢である。39は
口縁部やや内湾，40・41は外傾，42は外反するなど，形態はやや異なるが，横方向の条痕または磨
きにみえる丁寧な器面調整をしている。43・44は口縁端部に刻みのある個体で，43は口縁部・頸部・
胴部の区分がある。44は器壁の薄さと固い焼き締まりで，鉢の可能性もある。45～ 48は有文の鉢な
いし浅鉢である。45は口縁のすぼまる鉢の頸部とみられ，幅広の凹線と斜交する 2本単位の沈線で
構成される。46は外反する口縁部に二枚貝条痕が文様のように深く刻まれ，屈曲部の頸部から胴部
上半に沈線文様がある。水平方向の 3本の沈線を基本とし，短い沈線で繋ぐが明瞭な単位文様にはなっ
ていない。七宝文のような橿原式文様を模倣しつつ，それには達してない状態とみられる。この土器

図 21　第２号貝塚出土土器写真（２）
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図 22　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（５）

49

52

5353

5454

55

58

59
60 61



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 32 ― ― 33 ―

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59
60 61

図 22　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（５）
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はざらっとした胎土で角閃石を含む，生駒山地西麓に特徴的な土器と共通しており，搬入品の可能性
が高い。47は肩部に 2条の沈線を持つ小型の浅鉢。48は類例少ないが篠原式の時期に現れる特異的
な形態の鉢で，胴部の膨らみが 2段になっている例もある。外面 1条，内面口縁部に 1条の沈線が描
かれ，沈線に赤色顔料が塗布されている。
　図 22・23は，縄文時代晩期後半の凸帯文土器と時期特定しがたい胴部片を集めた。49～ 51は凸
帯文土器。49は口縁端部に接して断面かまぼこ状の凸帯を貼付して，D字状の深い刻みを施文する。
50も口縁端部に接した断面三角形状の凸帯に楕円形の刻みがある。51は二条凸帯文の胴部凸帯で逆
D字形の刻みがある。この土器は 4月 4日午後 3時半に森敬介によって発見された，第 2号貝塚発見
の端緒となった記念の土器で，前田正一のスケッチが新聞に掲載されたり『阿波名勝』第 2号には口
絵写真で紹介されるなど，注目の土器である。52～ 61は胴部の破片で，58の乱れた条痕は特徴的だ
が，多くは条痕の残るナデ調整である。59～ 61は収納されていた無地封筒に「頭ノ二寸位下」，「土
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図 23　第２号貝塚出土土器写真（３）
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器参個　骨と同平面人骨ノ頭ト左腕トノ中間」との注記があり，出土人骨との関係が深い。いずれも
小片だが，59・60は縄文土器で間違いない。61は胎土や焼成の具合から弥生土器ないしはそれ以降
のものにみえる。
　図 24～ 27は，実物資料がなく拓本だけで確認できる土器資料である。図 24には縄文が施文され
た後期中葉以前に属すると考えられるものを集めた。62～ 64は器形，器壁厚，縄文原体とも異なる
別個体であるが，磨消縄文の文様構成が共通すると考えられる。62は胴部，63は頸部に 2本の沈線
間に刻目を施す文様と磨消縄文の組み合わせである。頸部の例は宿毛式に似た刻目文様があるものの，
同様の文様構成例は見当たらない。中津式～縁帯文土器様式前半の範囲と考えておきたい。65は頸
部との境を上端にのこす胴部片で，第 1号貝塚 5・6と共通する形態と考えられる。66は浅鉢の肩部，
2本の沈線間は無文だが両側に明瞭ではないが縄文がみられる。67・68は縄文のある胴部個体。69
と 70は同個体のようにも見えるが，採拓者が同じであることや外形の微妙な差異をみて別個体とし
て扱った。口縁端部の縄文帯は外面と内面のいずれの場合もあるが，彦崎Ｋ 2式の内面施文の場合は
沈線を伴うことが多いこと，森の「第二貝塚集」は左側に外面の拓本を配置することが多いことから，
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図 24　第２号貝塚出土土器拓本図（６）
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図 24　第２号貝塚出土土器拓本図（６）
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図 25　第２号貝塚出土土器拓本図（７）
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図 26　第２号貝塚出土土器拓本図（８）
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図 26　第２号貝塚出土土器拓本図（８）
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外面縄文帯と捉えた。
　図 25の 71～ 83は縄文が施文されない口縁部・肩部片を集めた。71・72口縁部直下に 2条の沈線
がみられるが途切れているようでもあり，施文意識は高くない。73も同様に口縁部直下に沈線状の
条痕が施文なのかどうかわからない。74・75は細い条線が認められるが，文様を構成するものとは
考えにくい。76・77は二枚貝条痕の明瞭な粗製土器で，晩期前葉に位置づけられる。78は浅鉢の肩
部の可能性が高い。79～ 83は鉢ないし浅鉢の口縁部，端部下に強いナデや線状の凹みがあり，端部
が強調されている。位置づけは難しいが晩期前～中葉におさまるものと考えておきたい。
　図 26は胴部片を集めた。多くは縄文土器を集めていると考えられるが，弥生土器やそれ以降の土
器も含まれる可能性がある。また，内外面の判断が難しい。ただ，当時「アイヌ式」に強い関心があっ
たことや弥生以降の土器には「弥生式」との注記もあることから，そのように考えた。84は二枚貝
条痕がみえる。85も条痕と内面の削り痕とも見える乱れた条痕がある。これは 86～ 88にも共通する。
89～ 93・95は目立つ特徴はなく平滑に仕上げられている。94は乱れた条線が特徴である。
　図 27の 96～ 99は縄文土器の可能性が高いとみられるが，100～ 103は弥生ないしはそれ以降の
土器とみられる。「弥生土器」との注記もあり，しかも約 2年後の 1924（大正 13）年 1月の採集遺物
である。104は管状土錘である。時期の特定は難しい。
　図 28～ 34，36の一部は石器である。図 28にはサヌカイト製石器を中心に掲載した。105は調整
が甘いが形状から石鏃と捉えた。106～ 108は削器，106・107は一辺に丁寧な両面調整を施して刃部
を形成する。108は両面調整は一部だが，一辺が刃部として使用できる形状にある。109は楔形石器
または掻器で，両端に刃部が形成される。110はチャートの剥片，当地は産出なく県南地域等から持
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図 27　第２号貝塚出土土器実測･拓本図（９）
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図 28　第２号貝塚出土石器実測図（10）
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図 28　第２号貝塚出土石器実測図（10）
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ち込まれた石材と捉えられる。111は緑色片岩の剥片，石器と捉えることは難しいが採集されている
事実を重視して掲載した。
　図 28～ 33の 112～ 115は「第二貝塚　石斧　頭邊ニアリシモノ」とのラベルが付けられていた 4
点である。112は石斧状の自然石だが，朱墨でXY座標を記している。113も石斧状自然石で，朱墨で「頭
骨附近」の注記がある。114は成形の痕跡はほとんどないが，刃部に擦痕がみられ石鍬として機能し
ていたことが確認でき，墨で「第二貝塚」の注記。115も縦断面では刃部と考えにくいが，湾曲した
刃部が認められる。115の注記は朱墨で「人骨貝塚　頭骨附近」である。後述する 118とともに 115は「写
真」図 13で，113・115・118が「写真」図 15・37で確認できる。
　図 32・33の 116・117は円盤状の形態である。117は前田がスケッチを残しており，「石斧」と注
記がある。環状石斧の可能性を考えたのであろう。
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図 29　第２号貝塚出土石器写真（４）
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図 30　第２号貝塚出土石器実測図（11）
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図 30　第２号貝塚出土石器実測図（11）
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図 31　第２号貝塚出土土器写真（５）
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図 32　第２号貝塚出土石器実測図（12）
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図 32　第２号貝塚出土石器実測図（12）
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図 33　第２号貝塚出土土器写真（６）
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図 34　第２号貝塚出土石器実測・拓本図（13）
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　図 34の 118は両端と長辺の一辺中央に打ち欠きがあり石庖丁状の形態を呈するが刃部加工は全く
ない。石斧状「石器」とともに人骨の頭骨附近で発見されている。119は磨石。側面に「磨」との注
記のある拓本とスケッチの合成である。「写真」図 95bにある。120は緑色片岩で鑿の形状を呈する
が実用に耐えられるかどうかは疑問である。121は棒状の敲石か。敲打痕は明瞭ではないが石目に沿っ
て縦に割れている。122は特異な割れ方をしている泥岩だが利器としては考えにくい。
　図 35・36の 123・124は貝輪の破片。中間部を欠くが同一のものとみられる。アカガイかサトウガ
イとみられる。5月 1日の笠井新也の日誌にある「（人骨から）稍離れて貝輪（蛤製の腕輪）の二分
の一大の物が拾い出された」に該当すると思われる。「蛤製」が気になるが，1/2大など符合すること
も多く鳥居自身が『教育画報』誌上で「以上人骨の手のあたりに於て貝輪の破片が発見された」と，
ここでも貝輪は破片であり，その点は笠井の情報や現物と同じである。発見場所の認識が若干異なる。
　また森の残したスケッチ 125はハイガイ中央に穿孔のある垂飾品である。
　次に，実物資料の写真報告は図 36の 126から図 39の 150までで，主に自然遺物等である。126は
鉄器で，形状はよくわからないが，鉢形の器の一部であると考えている。5月 3日笠井新也日誌に「貝
層の少し上から鉄の壺型の破片が出た。いかにも土器の壺とそっくりである」との記述に該当するも
のとみられる。出土位置については前項で検討した。
　図 36の 127は左上腕骨，5月 4日に発見された「下肢骨 1本」に該当するものと考えられる。森
が独特の注記をしている。「NO23」とあるが，平面図・断面図とも位置の記載はない。分析は佐宗ら
の報告（2020）を参照されたい。ただ，人骨は当時の調査で特別視されており，他の遺物とは別扱い
で小金井良精に一任していた。したがって土器や石器の遺物群に混じっているのは不自然ともいえる。
かなり破損していたものを接合しており，発掘当時認識されていなかったものが混入している可能性
もある。
　128～ 137は出土したサンプルとして採集された貝類である。128はイタヤガイ，129・130はシオ
ヤガイで，いずれも海水産。131～ 133はヤマトシジミ，汽水産。134～ 136はマシジミ，淡水産で
ある。陸産のセトウチマイマイ（137）が混じるが出土状況は不明である。貝類など自然遺物は関心
高く，当時の新聞報道や笠井新也，直良信夫が分析しているが，今日の貝塚調査のように量的分析や
微細骨の収集までは行っていない。笠井の記録（笠井　1922）によれば，貝類はハマグリ・カキ・ハ
イガイが最も多く，アサリ・バイ・キシャゴ・ヘナタリ・シオフキ・アカニシ・アブラガイ・サザエ・
シジミ・カタツムリがみられるが，出土状況はある種が密集している箇所があるなど「不統一」であ
るとしている。直良も森敬介採集と自らの採集品を加えて 32種を記録している（直良　1925）。
　図 38・39は魚骨・獣骨である。138・139はブリの椎骨，とくに 138は貝塚発見当初の採集で，前
田正一の繊細な展開図のスケッチがある。140は収納されていた箱に「鹿　左　大腿骨　中央部」と
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図 35　第２号貝塚出土遺物実測･拓本図（14）
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図 36　第２号貝塚出土遺物写真（７）
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図 37　第２号貝塚出土遺物写真（８）
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図 38　第２号貝塚出土遺物写真･スケッチ図（９）
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図 38　第２号貝塚出土遺物写真･スケッチ図（９）
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図 39　第２号貝塚出土遺物写真･スケッチ図（10）
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図 40　第２号貝塚出土遺物スケッチ図（11）

154



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 50 ― ― 51 ―

153

157

155 156

図 40　第２号貝塚出土遺物スケッチ図（11）
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書かれた紙片があるが，しっかりした太さからイノシシではないかという見解もある。141はイノシ
シの肋骨として前田正一のスケッチがある（図 39）。142・143はウサギの尺骨と橈骨，ウサギとして
は大型という。144はイノシシの下顎骨，145は肋骨とみられるが種は不明。146も不明だが，これ
も前田の展開図がある。147～ 150の種は不明だが，147は尺骨，150は肋骨，149は前田のスケッチ
で「鳥骨」と注記されている。
　151～ 157は実物のない自然遺物と石器のスケッチ。拓本と違っていずれも実際の大きさを確認で
きないが，出土遺物ないしは調査者が何を重要と考えたかについて参考になると思われる。151は「哺
乳動物骨」とタイトルがあり，腰骨の展開図であろう。赤鉛筆で「人骨」墨書で「人ノ骨」とあるが，
確認はできない。4月 4日の貝塚発見日に確認・採集されたものである。152・153は別の部位であるが，
151と一連のものと考えられる。154・155は二枚貝を簡略に描いたもの。156・157は「石斧」と注
記があるもので，石器としての決め手に欠けるが，当時「石器」と認識されたものの状態を知ること
ができる。

4　第 3号洞窟貝塚

（1）遺構の状況（図 41～
50）
　図 41は第 3号洞窟貝塚
の現況である。城山貝塚が
紹介されるときはほとんど
が本貝塚である。そのため
城山貝塚といえば，この洞
窟を想起する人は多い。当
時としても洞窟遺跡は大変
珍しく話題を呼んだ。「写
真」図 55～ 98は調査当時
の状況を多面的に伝えてい
る。
　図 42・43は森が描いた
平面図と縦断面（立面図）
である。調査終了後に描い

た浄書とみられる。写真では撮影できない結晶片岩洞窟内の様子を描いたものとして貴重である。
　図 44～ 50は前田の作図である。平面図 2枚，断面図 3枚，部分図 2枚である。平面図の図 44は
遺物の出土状況図，図 45が対応する断面図である。方眼は 5寸（15.15cm），右端の「巨石」を基準
として洞窟の奥に向かって 1尺（30.3cm）ごとにグリッド表示，最奥の「奥室」までが 31尺（9.39m），
洞窟入口までの前庭部が 11尺（3.33m），洞窟部が 20尺（6.06m）である。掘削深度は約 2尺（約
60cm）～約 4.5尺（約136cm）である。図 44・45図面に記入された番号に対応した遺物内容メモは
次のとおり。

　1．骨，2．土器，3．鎌　蛤貝，4．サザエ 大蛤，5．小蛤，6．サザエ，7．巴瓦，8．之ヨリ貝ア
リ　カキ　蛤，9．四月四日発掘貝層上面，10．サザエ 1個，11．大骨 1 小骨 1，12．サザエ 1 蛤 1，
13．小骨 2　其二石器，14．中骨 1 小骨 +数個，15．アカニシ及び土器，16．カキ 1，17．カキ，18．
腐シ土（岩下ノ）灰，19．其一土器（黒）其二石器，20．焼石，21．土器（赤），21．処ヨリ薄キ石
片アリ，22．アイヌ式黒土器凸起アリ，23．アカニシ貝，24．土器 2個　4尺 3寸深サ，25．蛤　カ
キ出土　下部ヨリ蛎数個，26．赤色土器，27．赤色土器数片　接合出来ル，28．以下貝層アリ，29．

　図 41　第３号洞窟貝塚の現況
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　図 42　第３号洞窟貝塚平面図（森敬介作図）

　図 43　第３号洞窟貝塚立面図（森敬介作図）
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　図 42　第３号洞窟貝塚平面図（森敬介作図）

　図 43　第３号洞窟貝塚立面図（森敬介作図）
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土器黒褐色，30．其二 土器 其一 網錘，31．骨片 五ヶ，32．土器二ヶ其一（深三尺），其二其三石器，
33．石器一ヶ其一，石器 1ヶ其二，34．土器一ヶ，35．骨片一ヶ，36．炭， 37．貝層あり カキ貝ノ蓋
アルモノ，38．スミ（炭か）22尺下，39．土器二ヶ，40．土器，41．土器 21尺附近，42．炭二ヶ，
43．其一石器土器二ヶ，其二其三其四土器 骨二ヶ其六，アミオモリ其五，44．其一椿ノ葉  其二貝及石，
45．其一土器　其二アワビ，46．土器の尻，47．炭，48．土器 1個　22尺附近の土中ヨリ精選中出，
49．貝　椿葉附近ヨリ，50．土器　22尺附近ヨリ出ズ，51．貝　岩窟内，52．アカニシ　十九尺断面，
53．貝　三ヶ，54．穴アルカキ貝，55．土器　22日精選中，56．貝（化石ノ様石 入口附近の分）22
日ニ精選中，57．弥生土器甕，58．石器，59．石器，60．石器，61．土器　二十二尺附近ヨリ出タル
土ノ中二アリシモノ　24日　島田，62．サヌカイト 1個，63．サヌカイト 3個，64．土器，65．方
□　○紀 ，66．アカニシ　○島 ，67・68．此地点以下 貝層トナル，69．石器，70．火亀骨二個，　71．石器，
73．サザエ，75．骨

　図 44　第３号洞窟貝塚平面図１（前田正一作図）

　図 45　第３号洞窟貝塚断面図１（前田正一作図）
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　それぞれの遺物と対照できるものと，失われているものがある。特筆しておくべきは 57の「弥生
土器甕」で，写真だけが遺されている完形の弥生土器である。「巨石」北端から約 60cm北側で，そ
の上端から約 150㎝の深さからの出土である。その形状は「写真」図 85・89・91，『阿波名勝』第 2
号口絵（前稿図 11）などに示されている。また 4月 4日の本貝塚発見時の掘削箇所・断面も示され
ており，縄文土器 159（図 51･52）がここから出土した。図に記された番号と本報告に掲載した遺物
の対応関係が付けられるものは多くない。観察表（表 5～ 8）右端の欄に記載した番号が発掘当時に
付けられたものであるが，15点の対応が判明している。
　図 46の平面図は，石の配置など遺構図ともいうべきもので，それに対応する断面図が図 47である。
ここにも出土遺物番号が付されている。
　図 48は洞窟の横断面図，いずれも入口側から見た形状と考えられるが，断面位置はわからない。
　図 49は，鳥居がこだわって主張したドルメンの平面・立面図である。前田の注記では，ドルメン
の天井石とされたものは岩体から落下したものとの見解で，ドルメンとして構築したものではないと
の考えを示している。
　図 50は，鉄釘位置図。設置された木樋に係るもので，ここに付されたグリッド数字を図 47の断面
図と対照すると，洞窟前庭部の巨石を基準として付された数字と符合する。図 47の 0から右側（東側）

　図 46　第３号洞窟貝塚平面図２（前田正一作図）

　図 47　第３号洞窟貝塚断面図２（前田正一作図）
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　それぞれの遺物と対照できるものと，失われているものがある。特筆しておくべきは 57の「弥生
土器甕」で，写真だけが遺されている完形の弥生土器である。「巨石」北端から約 60cm北側で，そ
の上端から約 150㎝の深さからの出土である。その形状は「写真」図 85・89・91，『阿波名勝』第 2
号口絵（前稿図 11）などに示されている。また 4月 4日の本貝塚発見時の掘削箇所・断面も示され
ており，縄文土器 159（図 51･52）がここから出土した。図に記された番号と本報告に掲載した遺物
の対応関係が付けられるものは多くない。観察表（表 5～ 8）右端の欄に記載した番号が発掘当時に
付けられたものであるが，15点の対応が判明している。
　図 46の平面図は，石の配置など遺構図ともいうべきもので，それに対応する断面図が図 47である。
ここにも出土遺物番号が付されている。
　図 48は洞窟の横断面図，いずれも入口側から見た形状と考えられるが，断面位置はわからない。
　図 49は，鳥居がこだわって主張したドルメンの平面・立面図である。前田の注記では，ドルメン
の天井石とされたものは岩体から落下したものとの見解で，ドルメンとして構築したものではないと
の考えを示している。
　図 50は，鉄釘位置図。設置された木樋に係るもので，ここに付されたグリッド数字を図 47の断面
図と対照すると，洞窟前庭部の巨石を基準として付された数字と符合する。図 47の 0から右側（東側）

　図 46　第３号洞窟貝塚平面図２（前田正一作図）

　図 47　第３号洞窟貝塚断面図２（前田正一作図）
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　図 48　第３号洞窟貝塚断面図３（前田正一作図）

　図 49　第３号洞窟貝塚ドルメン式遺跡の図（前田正一作図）
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に 1～ 8としているものと図 50の 0～ 9が対応すると考えられる。図 47の巨石右側に×印で描かれ
たものが木樋を表現しており，この位置関係・傾斜から考えると，洞窟および前庭部の排水のため藩
政期に構築されたものと考えられる。

（2）出土遺物の様相（図 51～ 59，表 5～ 8）
　実物資料 74点と拓本等 16点（重複除く）により，57点の出土資料の様相を観察できる。内訳は
縄文土器 25点，弥生土器 2点，石器 3点，中近世遺物 8点，動物骨等自然遺物 19点である。第 2号
貝塚と同様な分類で，実物資料から説明していきたい。
　図 51～ 54は縄文時代後期末～晩期中葉の土器を集めた。図 51・52の 158は凹線と巻貝の扇状押
捺文が特徴的な後期末宮滝式の土器である。扇形は上にひらく。『徳島市史』に紹介され，その後も
引用されたことから城山貝塚を代表する土器型式とみられている。
　159は，遺物の注記に「第 3号岩窟当初発見」とあるように，4月 4日この土器の発見が端緒となった。
単位は不明であるが口縁部に小さな山形の突起を持つ晩期中葉の篠原式に属する土器である。160～
162は深鉢の口頸部で，傾きはそれぞれだがいずれも外湾する。160は口頸部を磨いた丁寧なつくりで，
胴部は二枚貝条痕または削りとみられる。161は頸部に凹線が確認できる。162は口頸部も二枚貝条
痕で仕上げる。いずれも篠原式の範囲で捉えられるものと考えられる。
　図 53・54の 163は屈曲部のない砲弾型の形状とみられる。164は口縁部を指押さえ程度の緩い波
状があり，爪形文が 2段に施されている。爪形文は晩期中葉の谷尻式や原下層式に散見される手法で
あるが，多くは頸部や口縁部頂から垂下する形で使用され，本例のように口縁部下に施文される例は
稀であろう。165～ 167は深鉢胴部の破片，条痕のあるものを同じグループとした。168・169は底部，
いずれも平底でしっかりとした厚みがある。170・171は浅鉢，屈曲して大きく外反する口頸部をも

　図 50　第３号洞窟貝塚前面鉄釘位置図（前田正一作図）
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図 51　第３号貝塚出土土器実測･拓本図（１）
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つ 170と，屈曲して小さく外反する黒色磨研の 171，いずれも晩期中葉の篠原式，谷尻式，前段階の
滋賀里Ⅲ a式から共通した典型的なものである。
　図 55・57は凸帯文土器とその周辺の土器である。172～ 175は凸帯文土器である。第 2号貝塚の
ものと比べて，凸帯の位置が口縁端より 5mm程度下がっているのが特色である。172は口縁端部に
刻目，173は口縁端部指押さえ程度の緩い波状で，双方とも断面三角形の刻目凸帯を貼付する。刻目
は 172が菱形，173が D字状の違いがある。174の凸帯は低く幅広いのが特徴で，線状の刻目，端部
にも刻目がある。175は端部の仕上げ，内面に偏った端部刻目，凸帯の C字刻み，胎土・焼成・整形
ともに最も精製されている。176～ 179は胴部片で，磨きやナデにより丁寧に仕上げられている。
　図 56・57は石器と洞窟前庭部出土の遺物である。182はサヌカイトと断定しにくい類似の石質で，
角錐状を呈する。石核とみられる。183は 1面に自然面を持つ板状の石核で，こちらはサヌカイトで
ある。184～ 186は土師質の皿と椀。皿は木樋周辺の出土である。187は拓本で知ることのできる遺物。
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図 52　第３号貝塚出土土器写真（１）
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図 53　第３号貝塚出土土器実測･拓本図（２）



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 60 ― ― 61 ―

167

169

168

170

171

図 54　第３号貝塚出土土器写真（２）

163 164

165

166



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 60 ― ― 61 ―

167

169

168

170

171

図 54　第３号貝塚出土土器写真（２）

163 164

165

166

湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 60 ― ― 61 ―

172

173

174

175

174

176

176

177

178

180
181 179

図 55　第３号貝塚出土土器実測･拓本図（３）
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格子目タタキの痕跡があり，須恵質のものと考えられる。188は瓦，20葉の小菊紋で，これらは藩政
期のものとみられる。192は井上達三採集の桃核，第 1号貝塚と同じ形状をしており，笛と捉えてい
るが，貝塚に伴うものとは考えにくい。
　図 58・59は自然遺物等の写真とスケッチである。189・190は木樋周辺で出土した土師質土器の一
部。190は出土位置の記載はないが同様のものとみられる。191は 4月 22日に出土したという「椿の葉」
である。現品が遺っており，出土状況写真が添えられている。「写真」図 101の一部がその撮影範囲で，
「写真」図 103に葉の写真がある。193は木樋に使用されていた鉄釘である。角釘とみられる。194は
ウネナシトマヤガイ，津軽半島以南の汽水域に生息する二枚貝である。本貝塚でも貝類は多く出土し
ており，笠井新也（1922）が記録しているが，実物が遺存するのは本例のみである。笠井の記録によ
れば，ハマグリ・カキ・ハイガイ等が最も多く，アサリ・シオフキ・アカニシ・バイ等がそれに次ぐ，
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図 56　第３号貝塚出土遺物実測･拓本図（４）
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図 58　第３号貝塚出土遺物写真（４）
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発掘当時の木の葉検出写真
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図 58　第３号貝塚出土遺物写真（４）

木の葉検出写真以外

発掘当時の木の葉検出写真
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またカガミガイ・ヒバリガイ・ウマノツメ・シジミも少量混じっているほか，タニシ・カタツムリも
稀にあるという。
　図 58の 195～ 201と図 59の 202～ 209は動物骨である。195・196はウサギの可能性が高い。195
は右寛骨，196は脛骨とメモがある。197は不明。198・199には「鹿　左　上腕骨　下部」とのメモ
がついているがよくわからない。200はシカの左上腕骨とみられる。201は不明だが同様のものであ
ろう。202は椎骨，種は不明。204はネコの可能性があるが，混入であろうと思われる。205も大腿
骨のようだが種は不明。203・206～ 209は小片だが注記をしているのでとりあげた。
　図 59の 210～ 213は前田正一のスケッチである。210は新聞に掲載されたもので，口縁端部に刻
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図 59　第３号貝塚出土遺物写真（５）
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目があり，口縁下に凹線様のくぼみと頸部もわずかな屈曲が表現されている。211は屈曲する頸部か
ら肩部を表現しているものとみられ，晩期中葉の浅鉢であろう。212は石斧の形状をしているが刃部
にあたる箇所は欠損し，成形の痕跡も不明である。213は貝類の外形スケッチ，ハマグリやヤマトシ
ジミを表現していると捉えていきたい。。
　なお，「遺構の状況」の項でも記したが，「写真」図 85・89・91の弥生土器の完形の壺 については，
実物も図面も遺されていない。この写真と前稿図 11に示した『阿波名勝』第 2号口絵写真に掲載さ
れた写真の形態から推察すると弥生時代後期Ⅴ様式前半のものと考えられる。

5　第 4号遺跡

（1）遺構の状況（図 60・61）
　第 4号遺跡の発見は，鳥居が帰京し
た後の 4月 5日である。翌 6日，旧龍
王宮大楠下で発見されたものと一緒に
大学の鳥居宛に出土資料等を送ってい
る。その際に同封したメモが図 60の
墨書略図である。ここでは，滴翠閣（東
側）から見た城山の図があり，左（南）
側に「第二」右（北）側に「第三」と
なっている。発見当初は各貝塚の呼び
名は混乱しており，その後南側が「第
三」北側は「第二」に確定する（図 2）。
　現状は図 61のとおりである。当時
の状況は「写真」図 105～ 124の写真
以外の資料がないため，これらから読

み解くほかない。｢写真｣ 図 111や 119～ 124をみると現在の地表面（水面）からかなり掘り下げた
状態になっており，その石の下から完形の「弥生式土器」（「写真」図 105～ 109）が出土したほか，「写真」
図 113～ 124の写真に「×」印で「弥生式土器」「祝部式土器」の出土地点が示されている。ただし，
出土遺物との対応関係は不明である

（16）
。

　図 60　第４号遺跡発見スケッチ図（井上達三筆）

　図 61　第４号遺跡の現況
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（2）出土遺物の状況（図 62・65一部，表 9）
　実物資料は遺っていない。214～ 223の 10点が当地点の出土とされる遺物拓本である。図 62の
214は凸帯文土器で，断面のスケッチから，２条凸帯文土器の下部凸帯とみられる。215は須恵器甕
か。外面に並行タタキ痕，内面は青海波文に見える。器壁は薄い。216は，右端の井上が描いた断面
形スケッチからこね鉢とみられる。217は 6本単位の擂り目をもつすり鉢と考えられる。器壁が薄い
ので小型か。219は播磨型の羽釜である。凸帯の両側を強くナデ，体部は並行タタキである。丸い棒
状のもので凸帯を刻む。タタキは条痕にも見えるが，凸帯位置がこれほど下がった位置にある凸帯文
土器はない。218は須恵質または陶器で壺状のものと思われる。外面の文様が格子に円形の浮文があ
る。220～ 222は土師質土器または陶器の体部とみられる。器面調整の線状痕は明瞭で硬質感がある。
　図 65の 223の瓦当は 12葉の矢車文，藩政期のものと考えられる。
　「遺構の状況」の項で言及したが，完形に近いかたちで出土した「弥生式土器」は土器の様子が最
も明瞭な「写真」図 109をみると，口縁部は欠損しているようだが，プロポーションはずんぐりした
甕形を呈しており，上半部はタタキ痕に見える。弥生終末から古墳時代初頭のいわゆる布留甕の可能
性を指摘しておきたい。

6　旧龍王宮大楠下（図 63～ 66，表 10）

　城山南西麓には藩政期の龍王宮跡地に大楠が現在もその姿を遺している（図 64）。その根元から 4
月 5日に井上らが発見したのが 7点の遺物（224～ 230）である。実物 5点は発見位置の墨書略図（図
63）とともに 6日に東京帝国大学に送付され，現在も保管されている。
　実物のない拓本資料 2点は，224の瓦当は 15葉の小菊文，旧龍王宮に使用されていた可能性がある。
225は円盤形の硯とみられ，中央に陸，周囲に海を配置するかたちと考えられる。
　実物の遺る図 66の資料は，226の土師質土器，外面には細かい凹凸が多く粗い印象を受ける。鉢
状の器の一部と想定しておきたい。藩政期以降のものと考えている。227はサルボウまたはクイチガ
イサルボウである。いずれかは二枚貝の一対がないと同定できない。228はハマグリ，229はイケチョ
ウガイまたはイシガイの仲間，230は残存部位が少ないがイボニシかと思われる。
　この地点は，その後発掘調査されることはなかった。

7　城山山頂（図 67・68，表 11）

　城山山頂には，4月 5日に笠井新也が第 5号遺跡を発見したが，『阿波名勝』第 2号の笠井（1922）
の記述以外に資料はなく，「北面の頂上部」とあり中心部は石垣に埋まっていると考えられている。
露出している部分は約 10坪（33㎡）ほどの広さで，斜面部に貝殻が集中的に散布する。ハマグリを

　図 63　旧龍王宮大楠下発見地スケッチ図（井上達三筆） 　図 64　旧龍王宮大楠の現況
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中心にアサリ・シオフキ・カキ・アブラガイ・サザエ・シジミ等である。「新しい弥生式土器」を伴っ
ている。笠井は中近世のものとの認識である。
　「城山山頂」と記された紙片とともに保管されていた土器片を洗浄し，接合すると図 67・68の 231
になった。やや外傾するもののほぼ直立する口縁部に丸い体部をもつ土師器の短頸壺である。口頸部
は横方向に強いナデで，わずかな稜がある。体部外面は縦ハケを丁寧にナデ消している。内面は指押
さえ痕を多数確認できる。
　232は円筒埴輪，233は盾形埴輪である。これらについて『徳島日日新報』の 1922（大正 11）年
11月 24日の記事がある。見出しは「公園山上の大古墳か　鳥居博士紀念碑下で埴輪円筒を発見す」
である。皇太子（昭和天皇）が来徳し城山貝塚を視察するため，鳥居は説明役として帰郷，その際の
発見である。この記事は，紀念碑（招魂碑）下の砂礫中に円筒埴輪片を，石段前の老松下の砂礫で盾
形埴輪片を採集したことをまず記した。そして記者は，砂礫が勝浦郡論田村（現徳島市論田町）から

231

232

233

図 67　城山山頂出土遺物実測図
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運ばれたものであり，その砂礫に彼の地から混入したものではないかと考えた。しかし鳥居は紀念碑
の盛土が城山山頂内の移動であることから城山に古墳が存在したと考えるべきだと主張した，という
内容である。紀念碑は前稿図 16の「徳島公園明細図」の山頂にある尖塔の構築物である。城山の埴
輪についてはその後，話題に上ることなく忘れられた存在であった。

８　城山貝塚出土地点不明遺物（図 69～ 72，表 12～ 14）

　注記やラベルなどで出土地点がわからなかった実物資料 16点と拓本 8点を図 69～ 71に，スケッ
チ 10点を図 72に集めた。
　図 69・71の 234～ 240は図化した実物資料である。234は沈線 2条が確認できる縄文土器，深鉢
の肩部とみられる。235は二枚貝条痕と巻貝条痕が両方確認できる深鉢胴部。236は深いタテハケが
施された土師質の土器。237～ 240は収納封筒に「城山貝塚？（ナラン）」と記されており，城山の
ものかどうかも判然としない。237・238はサヌカイト製石鏃，237は凹基で先端一部欠，238は平基
で片脚一部欠，ともに調整は丁寧である。239は石錘の形状をしているが，石材は頁岩とみられ，錐

231

233
232

図 68　城山山頂出土遺物写真
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図 69　城山貝塚出土地点不明遺物実測・拓本図（１）
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図 69　城山貝塚出土地点不明遺物実測・拓本図（１）
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部の調整は十分とは言えない。240も同じ石材の剥片である。
　241～ 248は拓本が遺されたもの。241～ 245は縄文土器である。241は口縁部破片で，口縁端部
外面に楕円形の押捺による刻目，外面は RL縄文と LR縄文が交錯して施されている。内面口縁直下
に 1条の沈線がある。242は口縁外面に 2条の沈線と細い D字状の刻目，沈線下は斜めに条線がある。
243は外面に 2条の太い凹線のある宮滝式と思われる浅鉢。内面に沈線様の痕跡があるのと，端部に
刻みの可能性がある。244は胴部片で，鉢の一部か。245は沈線とその上端角に刻みを施す，晩期中
葉の浅鉢の肩部とみられる。246・247は底部を採拓したものとみられるが，対象の形状等は不明で
ある。248は石錘で，両端を打ち欠いたもの。「写真」図 95aとみられる。
　図 71の 249～ 257は自然遺物の写真である。249～ 251はハマグリ，252はアサリ，253はカキ，
254・255はヤマトシジミ，256はサザエ，257はバイである。第 2号貝塚または第 3号洞窟貝塚出土
と考えられ，いずれも多く出土したとされる貝類だが，出土貝塚の特定はできない。
　図 72のスケッチはいずれも前田によるものである。258は弥生土器とみられ，刷毛目と線状の列
点文から中期後半～後期前半の甕の体部最大径に近い部分と考えられる。259～ 265は「石斧」と注
記があるが，259～ 261のように石斧（石鍬）らしい形状のもの，262や 265のように棒状の敲石と
捉えた方がよいようなもの，263・264のように石器とは言いがたいものもある。265は石鍬刃部の可
能性があり，「石庖丁」と注記のある 267は外形だけなので判断できない。

９　城山以外の収集遺物（図 73～ 75，表 15）

　図 73～ 75は，1922（大正 11）年春の帰郷の際に収集した遺物等をまとめたものである。
　図 73・74の 268・269は管状土錘。採集した大安寺前は現在，三谷遺跡として把握され（図 1－ 6・
4），縄文晩期から弥生前期，古墳時代，中世の遺構・遺物が確認されており，大正期には散布地とし
て知られていた。
  図 74の 270～ 273は羽釜の脚部である。これらは「加茂名町蔵本字城ノ内」と日付の注記があり，
271～ 273の 3点は 3月末の鳥居一行の行動記録と合致する。「蔵本字城ノ内」は蔵本城の伝承のあ

246

247 248

図 70　城山貝塚出土地点不明遺物実測・拓本図（２）
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図 71　城山貝塚出土地点不明遺物写真
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図 71　城山貝塚出土地点不明遺物写真
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図 72　城山貝塚出土地点不明遺物スケッチ図
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る地域（図 1－ 2）で，この区域の発掘調査歴は現在までないが，中世後半とみられるこれらの遺物
は伝承とも時期的に一致する。前田のスケッチがあり，「弥生式の如し」「弥生式把手」とあるように，
酸化炎焼成の土器は「弥生式」と捉えていたことがわかる。
　図 73・75の 274～ 276は，鳥居一行が 5月 4日調査に向かった助任町弘誓寺裏の貝塚（図 1－
16）のもの。274は吉備系の鍋ないしは甕である。275・276は高台付の椀，井上の注記に「土器」と
あることから土師質ないしは陶器とみられる。こうした中世の貝塚は図 1－ 9田宮遺跡や，吉野川北
岸川内町の大松遺跡など散見される。
　図 75の 277～ 279は前田正一が芝嘉久太親子の紹介で初めて鳥居に面会した際に，人類学教室に
贈った彼のコレクションである

（17）
。記事内容と比較すると加茂名町三谷から椎ノ宮のもの，美馬郡脇

町中学校のものが見当たらないが，石器等を糸で台紙に結わえた状態は当時のままとみられる。

10　城山貝塚発掘調査の総括

　1922（大正 11）年の城山貝塚発掘調査について，現状で把握できる資料の紹介と個々の遺物の分
析を試みた。十分な分析に至っていないものもあるが，現時点でまとめておきたい。
　まず調査の状況を確認する。第 1号貝塚は，発掘経過や残された写真からみると，貝塚全体のごく
一部のトレンチ調査で終わっている。今後調査が行われる可能性はきわめて低いが，成果が期待でき
る状態が残っていると考えてよい。それに対して第 2号貝塚はほぼ完掘状態，第 3号洞窟貝塚は岩盤
まで達した完掘である。第 4号遺跡も完掘と考えてよいと思う。第 5号遺跡は表面観察だけで発掘さ
れていない。所属時期を中近世のものとみる笠井新也の見解を尊重したい。旧龍王宮大楠下も近世以
降のものであろうと考えられる。山頂の土師器や埴輪の存在は城郭築造による改変が大きく，古墳の
存在は確認できないが，客土説を含めてその視点を持っておくべきだろうと思う。
　つぎに，第 1～ 3号の縄文貝塚の土器の分析から所属時期についてまとめたい。図 76に縄文土器
の編年案を示した。断続的な各貝塚の使用時期を示すため，1～ 10期に区分した。
　第 1号貝塚は深鉢 5・6が後期前葉の北白川上層式 1期，羽状縄文を持った浅鉢の 1が同 2期に比
定できる。9は後期中葉の彦崎 KⅡ式，10～ 15の条痕文土器は晩期前葉のものと捉えておきたい。
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図 76　城山貝塚出土土器編年図
0 10cm

1  :  6

第 1号貝塚 第 2号貝塚 第 3号洞窟貝塚

後

　
　期

　
　前

　
　葉

後

　期

　中

　葉

後
期
末

晩

　期

　中

　葉

晩
期
後
葉

１

　
　期

２

　
　
　期

３
期

４

　
　期

５
期

６

　
　期

７

　
　
　期

８
期

９
期

10
期

38

32

33

39

43

46

48

50

51

49

158

159

160

170

171

172

173

174

37

30

10

1

5

6

62

63



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 80 ― ― 81 ―

このように，後期前葉（2期）および後期中葉（4期）の縁帯文土器と，晩期前葉（6期）の二枚貝
条痕文土器，弥生時代以降と，第 1号貝塚の使用・存続期間の一部がわかる。
　第 2号貝塚は，62～ 64の磨消縄文土器の位置づけは後期初頭中津式から縁帯文土器前半までの範
囲で考えておきたい。つぎに後期中葉後半期の一群（30～ 38，69･70）があり，後期末の 33もある。
そして晩期中葉篠原式の一群（39～ 48）が続き，最後は凸帯文土器である。徳島市三谷・名東両遺
跡の分析（勝浦　2000など）によると，この地域の凸帯文土器は時期が新しくなると凸帯の位置が
下がる傾向がある。本貝塚の凸帯文は口縁端部に接するもの（49・50）と二条凸帯（51）がある。前
者は晩期後半の古い時期で後者は最新の時期にあたると考えられる。また，101のように弥生中期後
半～後期前半に属する甕も含まれている。さらに鉄器の所属時期は不明だが中世以降の可能性を考え
ておきたい。つまり，第 2号貝塚は縄文時代後期前葉（1期）に始まり，中葉後半期（3期・4期），
後期末（5期），晩期中葉（7期），晩期後半（8期 ･10期）と断続的に縄文貝塚として機能し，その
後弥生中期後半～後期前葉，中世にも使用されたと考えられる。
　第 3号洞窟貝塚は，縄文時代後期末の宮滝式（158）が最も古い。出土地点不明だが 243の浅鉢が
それに伴うものと考えられる。つぎに晩期中葉篠原式に属する一群（159～ 171）があり，晩期後半
の凸帯文（172～ 175）が続く。こちらの凸帯文は口縁端部よりやや下がった位置にあり，第 2号貝
塚の 49･50よりもやや新しい時期のものと考えておきたい。洞窟前庭部は完形の「弥生式土器」や中
近世遺物が出土している。｢弥生式土器｣ は器形から弥生時代後期Ⅴ様式前半の可能性が高い。第 3
号洞窟貝塚は，縄文時代後期末（5期），晩期中葉（7期），晩期後半（9期），そして弥生時代後期，
中近世には城郭に伴う施設設置が考えられる。
　石器で注目すべきは第 2号貝塚 114の使用痕のある石鍬がある。115も刃部形成されている。ただ
帰属時期の特定は難しい。また石器として保存されているものの中には石器と認定しがたい自然石等
も多くあるが，当時の調査で石器ないしは意味あるものとして見たい意思の表れとして扱った。
　最後に，鳥居が城山貝塚を評価したポイントと，残された資料から当時の調査内容を精査して判明
した貝塚の事実との関係を現代の視点から考えてみたい。鳥居の城山貝塚評価の変遷については別稿
（湯浅 2018）にまとめたが，ここでは調査で概要が判明して帰京する前に徳島日日新報に語ったイン
タビュー記事

（18）
の 5つのポイントと比較してみたい。それは①第 3号洞窟が古代住居であること，②

第 2号貝塚の屈葬人骨，③第 2･3号の「アイヌ式」土器，④第 3号洞窟前のドルメン，⑤第 4号遺跡
の石棺である。
　①について，当時洞窟遺跡発掘例は富山県氷見市大境洞窟に次ぐもので，城山の洞窟規模から住居
説には喜田貞吉や笠井新也など否定的な意見が多かった。しかし洞窟や岩陰遺跡の事例は増え，旧石
器時代から縄文時代を通じてキャンプサイトとしての評価が定まってきた。1～ 3号貝塚の土器から
活動時期をみると図 76のように各貝塚とも断続的な利用であり，土器量は極少ない。一時的な活動
拠点と考えるのが妥当であろう。
　縄文貝塚としての注目点は，②第 2号貝塚における屈葬人骨である。鳥居の当時のコメントは ｢人
骨は彼の大洞窟住民と同じものであるか否やは先に帰京された小金井医学博士の研究に因って発表さ
れる｣

（18）
と慎重な言い回しもしているが，発見当時から縄文人骨例として扱われ，現在までそう認識さ

れてきた。当時の経緯については前稿で述べ，調査した小金井良精のメモ帳の存在もわかった
（19）
。そ

して今回の整理報告にあわせて人骨の分析が行われた（佐宗ほか　2020）。結果は，確実な縄文人骨
はなかったということである。小金井が調査した第 1号人骨は中世，5月 4日に出土したとみられる
人骨（127）は弥生時代，そして 1967年報告された幼年人骨は縄文後期だが，調査経過の記録と照合
すると城山出土と確実には言えない，というものである。100年近く前の調査で出土した第 2貝塚の
人骨が，現在にあっても徳島県内唯一の縄文人骨と考えられていたので，残念というほかはない。た
だ，出土状況を詳細にみると，第 1号人骨は貝塚最上層で発見されており，複数時期の縄文土器や貝
層はその下層で確認されていること，鉄器を伴う可能性があることなど傍証になる事実が存在する。
　③「アイヌ式」土器については，出土資料を現代の視点で分析した。発掘当時から西日本後期末以
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降の縄文施文のない縄文土器を「アイヌ式」土器と認識していた原点を探ったが今回はたどり着けな
かった。四国は薄手式の分布圏と鳥居は考えていたが，城山貝塚の縄文土器は搬入土器を含み，型式
的には近畿地方との関連が強い。一方で，赤色顔料（48・未分析）がみられ，凸帯文土器の変遷は地
域色が強いなどそれぞれの時期によって特色がある。
　④ドルメンについては，世界に分布するものの鳥居は日本列島におけるドルメンの存在には否定的
ないしは懐疑的であった

（20）
。しかし前年に白鳥庫吉が佐賀県松浦郡神集島でドルメンを発見したこと

は新聞報道されており，鳥居もコメントで言及するなど
（21）
，認定に影響があった可能性が高い。調査

中「ドルメン」の図面（図 49）を作成した前田は巨石の位置を考察したメモをその図面に記している。
　⑤第 4号遺跡の石棺については，その後の言及はなく，無理な説明との認識があったものと考えら
れる。当時としては類例の少ない岩陰や洞窟の調査で，様々な観点からの言及により，城山貝塚の調
査は人々に話題を提供するものであった。

おわりに

　前稿とあわせて，大正 11年当時の城山貝塚発掘調査の実態を可能な限り明らかにしてきた。城山
の調査では，鳥居龍蔵を中心に徳島の郷土研究に燃える若い力が結集され，鳥居が東京帝国大学の力
を引き出し，地元 2紙が熱のこもった報道を繰り広げた。徳島で考古学的成果や遺跡保存の気運が盛
り上がり，考古学ブームとも言うべき社会現象を引き起こした影響の大きさは特筆すべきであろう。
しかし一方で，調査報告書の計画にもかかわらず，出土資料は東京と徳島に分散保管された。徳島の
保管場所であった寺町岩佐家は戦災に遭い，収蔵されていた出土品など資料類は灰燼に帰した。井上・
森・前田らが個人で保管した拓本やメモ類が幸いにして当館や県立図書館に所蔵され，徳島保管資料
の一部が明らかとなった。貝塚の遺物出土状況図などは本来個人の持ち物ではないはずで，正本・浄
書を岩佐家に置き，副本ないし実測メモを個人保管していたと考えておきたい

（22）
。

　徳島初の本格的発掘調査である城山貝塚調査の成果について，本稿が当館研究報告第 1号の写真記
録（石尾 2013）と合わせて，調査成果の実像に近づき，未刊であった報告書の一部となれば幸いである。
諸賢のご批正を請いたい。

　このたびの報告は，筆者が徳島県立鳥居龍蔵記念博物館在職中に東京大学総合研究博物館が所蔵す
る城山貝塚資料について，整理して当誌に報告することを申し出たところ，快く許諾していただいた
ことに始まる。厚かましくもお願いした出土人骨の分析も当誌に掲載いただくなど，諏訪元前館長，
佐宗亜衣子氏，稲葉佳代子氏をはじめ関係の皆さまの全面的なご協力に深甚の謝意を記すものである。
　また本稿を成すにあたって資料のご協力やご教示をいただいたつぎの皆さまに深く感謝申し上げ
る。なお本文中は敬称を略させていただいたこと，ご寛恕を願いたい。
　　
徳島県立図書館　水上英俊　田村加代　徳島県立博物館　佐藤陽一　中尾賢一　
天羽利夫　氏家敏之　栗林誠治　齋藤美朗　島田豊彰　下田順一　高島芳弘　中村豊　長谷川賢二
原芳伸　藤川智之　松永友和　　
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註

（1）記録資料および実物資料の内容や所蔵につい
ては前稿 1～ 5頁参照。本稿においても前稿と
同じく森・井上の資料は「出土品」・「遺物集」・「第
二貝塚集」・「遺跡地」と略す。前田の資料のう
ち「徳島城山貝塚其他出土品鑑」は「鑑」と略す。

（2）土器等の拓本は森・前田・井上が遺した拓本
を使用した。新たな採拓は接合資料の 46だけで
ある。森敬介の拓本は裏綴じで使用できないた
め採拓した。

（3）通番は 279で，複数のものをまとめた場合も
ある。同じ個体の複数ある拓本・スケッチで掲
載しなかったものは表 1～ 15の備考欄に記入し
ている。なお拓本・スケッチ等については仮番
号の前後に作製者（森・前田・井上）を付記した。

　　なお，自然遺物の種については，当時のメモが
あるものはメモ内容を尊重しながら，貝類につ
いては徳島県立博物館の中尾賢一氏に，動物骨
などは同館の佐藤陽一氏にご教示をいただいた。

（4） 横山ほか 1990，古田 2005，長谷川ほか 2009
など

（5） 小鳴門海峡の橋脚工事掘削土（海面下約
40m）から石器が採集されている（高橋 ･野々村
1983）。

（6）徳島県立博物館や徳島市立考古資料館の展示
は，この考え方に基づいてイメージ化されてい
る。鳥居自身も孤島であったと考えていた（鳥
居　1923など）。

（7）丸木舟問題の経緯については，別稿（湯浅　
2018）などを参照。

（8）調査報告書は徳島市埋蔵文化財発掘調査委員
会（1997），徳島市教育委員会（2018）の 2冊。
注目された遺跡であるので，対象とした研究文
献も多い。

（9） 財団法人徳島県埋蔵文化財センター 1997・
1998・1999参照。石囲炉住居は，1999に報告。

（10）鳥居　1887。前年に東京人類学会に入会し，
美馬市「段の塚穴」と勢見山古墳について報告
した鳥居 17歳の処女作である。

（11）旧動物園地点は徳島市教育委員会 2003参照。
徳島町 2丁目地区でも確認されている（徳島市
教育委員会 2008）

（12）佐藤ほか（2012）は公園設計思想について，
野中（2015）は公園建設の経過について詳しい。

（13）田宮遺跡は『川内村史』にある「名東郡加茂
町田宮の（千松）小学校裏藤田方の墓地の貝塚」
に比定でき（財団法人徳島県埋蔵文化財センター
2005），大松遺跡は『川内村史』の大松地区に記
載ある 8カ所の貝塚と一連の遺跡とみられる（公
益財団法人徳島県埋蔵文化財センター　2015）。

（14）縄手遺跡調査会 1971，東大阪市遺跡保護調査
会 1976

（15）  徳島毎日新聞 1922（大正 11）年 5月 5日付
記事

（16）「弥生式土器」は，弥生土器をはじめ古墳時代・
古代の土師器，中世の土師質土器がすべて含ま
れていると見ておいた方がよい。後述するが，
市内蔵本で採集した羽釜脚部を「弥生式」とし
たメモや，後年の『川内村史』（1937）でも，中
世の羽釜等が「弥生式」と記述されている。

（17）徳島日日新報 1922（大正 11）年 3月 28日付
記事。前稿 6頁参照。

（18）　徳島日日新報 1922（大正 11）年 5月 6日・7
日付記事

（19）徳島県立鳥居龍蔵記念博物館　2019，18頁に
小金井のスケッチの一部が掲載されている。

（20）鳥居（1917）ほか
（21）鳥居は前掲（18）の記事で「白鳥博士が九州
五島に発見したドルメンと共に注意すべきもの」
と述べている。これは白鳥庫吉が 3カ所ドルメ
ンの遺跡を発見したことを東京日日新聞が報じ
た記事を再録した『歴史地理』39巻 1号（1922.1）
で確認できる。現在，神集島にドルメン（支石墓）
の存在は認められていない。支石墓の存在が北
部九州で確認されたのは第 2次大戦後のことで
ある。

（22）飯田義資（1961）は，森敬介が「大正 11．3．
退職して東京帝国大学人類学教室の鳥居龍蔵博
士の許で標本整理に従事し，帰郷の後，大正 15．
3から名東郡（中略）各小学校を歴任し」たとい
う。しかし当時の記録等で標本整理の職にあっ
たことは確認できない。3月に佐古尋常小学校訓
導と紹介されたものの，4月以降の城山貝塚調査
や整理への連日参加，1925（大正 14）年の佐古
配水場建設に伴う三谷遺跡の調査など，職を離
れていた可能性はある。
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図の出典

図 1・2　図に記載
図 3　徳島市経済部観光課 HP「とくしまトリップ」
より転載
図 4・5・10・41・61・64　筆者撮影
図 11～ 15・42～ 50　徳島県立図書館蔵の森敬介
資料，前田正一資料から　筆者撮影
図 60・63　東京大学総合研究博物館蔵の資料から

筆者撮影　
その他の遺物図は，東京大学総合研究博物館蔵の遺
物を筆者が実測・製図・撮影し，徳島県立図書館・
鳥居龍蔵記念博物館蔵の拓本・スケッチ複写を組み
合わせて編集した。個々の遺物については表 1～
15参照
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表 1　第 1号貝塚出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

1 縄文
土器 鉢 口縁～

胴部

復元口径 21.5cm。
口縁部肥厚して精緻
な縄文を施す。頸部
無文，ミガキか。胴
部，羽状縄文を施す。

－ 砂金入りの
土器 －

・「砂金入り」砂金
は金雲母とみられ
る。井上拓本には
朱点で位置を示す。 
口縁スケッチから口
径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 501
井上 －

5/23 
4尺
5寸

（135cm）
下

2 縄文
土器 鉢 底部 復元底径 8.3cm。

ナデか。 ナデか。 － －

・1と同じ個体とみら
れる。
・拓本から底径を復
元，断面スケッチと
組み合わせる。

－ 501
井上 － 5/23

3 縄文
土器 鉢 肩部 頸部，無文。胴部，

羽状縄文を施す。 ナデか。 － － ・1および 2と同個体
か。 － 217

森 － 5/24

4 縄文
土器 鉢 胴部 胴部，羽状縄文を施

す。 ナデか。 － － ・1および 2・3と同
個体か。 － 230

森 － 5/24

5 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

復元口径 16.6cm。
口縁部肥厚して縄文
を施す。頸部無文，
ミガキか。胴部，や
や乱れた RL縄文を
施す。直前段反撚り
か。

ナデか。 － －
･ 口縁スケッチから
口径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 503
井上 － 5/22 

23号 -1

6 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

復元口径 18.6cm。
口縁部肥厚して縄文
を施す。頸部無文，
ミガキか。胴部，や
や乱れた RL縄文を
施す。直前段反撚り
か。

ナデか。 － －
･ 口縁スケッチから
口径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 506
井上 － 23号 -2

7 縄文
土器 深鉢 胴部 縄文 RLを施した器

面に 2本の平行沈線 ナデか。 － － ・第 1号貝塚か。 － 216
森 － 5/24

8 縄文
土器 深鉢 胴部 粗い縄文が施されて

いる。 ナデか。 － － － 233
森 － 5/24

9 縄文
土器 浅鉢 口縁部 横方向ミガキか。

口縁内面肥
厚して精緻
な LR 縄文
を施す。

－ － ・第 1号貝塚か － 222
森 － 5/24
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表 1　第 1号貝塚出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

1 縄文
土器 鉢 口縁～

胴部

復元口径 21.5cm。
口縁部肥厚して精緻
な縄文を施す。頸部
無文，ミガキか。胴
部，羽状縄文を施す。

－ 砂金入りの
土器 －

・「砂金入り」砂金
は金雲母とみられ
る。井上拓本には
朱点で位置を示す。 
口縁スケッチから口
径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 501
井上 －

5/23 
4尺
5寸

（135cm）
下

2 縄文
土器 鉢 底部 復元底径 8.3cm。

ナデか。 ナデか。 － －

・1と同じ個体とみら
れる。
・拓本から底径を復
元，断面スケッチと
組み合わせる。

－ 501
井上 － 5/23

3 縄文
土器 鉢 肩部 頸部，無文。胴部，

羽状縄文を施す。 ナデか。 － － ・1および 2と同個体
か。 － 217

森 － 5/24

4 縄文
土器 鉢 胴部 胴部，羽状縄文を施

す。 ナデか。 － － ・1および 2・3と同
個体か。 － 230

森 － 5/24

5 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

復元口径 16.6cm。
口縁部肥厚して縄文
を施す。頸部無文，
ミガキか。胴部，や
や乱れた RL縄文を
施す。直前段反撚り
か。

ナデか。 － －
･ 口縁スケッチから
口径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 503
井上 － 5/22 

23号 -1

6 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

復元口径 18.6cm。
口縁部肥厚して縄文
を施す。頸部無文，
ミガキか。胴部，や
や乱れた RL縄文を
施す。直前段反撚り
か。

ナデか。 － －
･ 口縁スケッチから
口径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 506
井上 － 23号 -2

7 縄文
土器 深鉢 胴部 縄文 RLを施した器

面に 2本の平行沈線 ナデか。 － － ・第 1号貝塚か。 － 216
森 － 5/24

8 縄文
土器 深鉢 胴部 粗い縄文が施されて

いる。 ナデか。 － － － 233
森 － 5/24

9 縄文
土器 浅鉢 口縁部 横方向ミガキか。

口縁内面肥
厚して精緻
な LR 縄文
を施す。

－ － ・第 1号貝塚か － 222
森 － 5/24
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

10 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

復元径 15.4cm。
口縁部緩やかに外
反，胴部膨らませ
る。口縁～胴部，横
方向の二枚貝条痕。 
頸部に穿孔あり。

ナデか。 － －
・口縁スケッチから
口径復元，断面スケッ
チと組み合わせる。

－ 502
井上 － 5/25

11 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の二枚貝条

痕。焼成後に穿孔。

横方向の二
枚貝条痕。
焼成後に内
面 か ら 穿
孔。

－ －
・他に森 232 拓本 ･
スケッチ（5/25付け）
あり。

－ 515
井上 － 5/25

12 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の条痕。 横方向の条

痕 － － － 228
森 － 5/24

13 縄文
土器 深鉢 胴部 右斜め下方向，茎状

束原体の条痕。
横方向の細
い条痕。 － － ・他に井上 505拓本

（5/9付け）あり。 － 226
森 － 5/26

14 縄文
土器 深鉢 胴部 茎束状原体による乱

れた条痕。
条痕か，乱
れた器面。 － － ・他に 504井上（5/25

付け）あり。 － 224
森 － 5/26

15 縄文
土器 深鉢 胴部 乱れた条線残る，粗

い調整。 ナデか。 － － － 225
森 － 5/25

16 縄文
土器 浅鉢 肩部か 1条の沈線。 ナデか。 － － － 221

森 － 5/24

17 縄文
土器 浅鉢 口縁部 横方向ミガキか。

口縁下に 1
条の沈線。
横方向ミガ
キか。

－ － － 229
森 － 5/24

18 縄文
土器 浅鉢 口縁部 ゆるい波状口縁。横

方向ミガキか。
横方向ミガ
キか。 － － － 231

森 － 5/24

19 縄文
土器 浅鉢か 底部 不明 ナデか。 － － － 223

森 － 5/23

20 土製品 小型
鉢？

口縁～
底部 3段構成か。 内面空洞。 － － － 227

森 － 5/22

21 弥生
土器か 甕か 体部 ハケか。 ナデか。 － －

･ 拓本注記には「弥
生式ノ如キ刷毛目ア
リ」とするが，拓本
では明瞭でない。

－ 116
森 －

22 石器 サヌカイトか － － － －

・井上は「石小刀」
とし，石材は「黒キ
油石ノ如キ石」と表
現。

－ 513
井上 －

23 石器 サヌカイトか － － － － － 514
井上 －

24 桃核 － － － － ・中央に穿孔，井上
は「桃のふゑ」とする。 － 511

井上 －

25 貝垂飾 ハマグリか － － － －
・中央に穿孔，井上
は「細工シタル蛤貝」
と注記。

－ 516
井上 －

26 貝垂飾 アカガイか － － － －
・中央に穿孔，井上
は「細工シタル赤貝」
と注記。

－ 517
井上 －

27 縄文
土器 深鉢 胴部 二枚貝条痕か。 － － － ･1932（昭和 7）年 8

月 10日前田採集。 － 453
前田 －

28 貝 二枚貝・巻貝 － － － －

・二枚貝 7点，巻貝 1
点。大蛤 1点は出土
地点不明。大きさ不
明。

－
448・
449
前田

448・
449
前田

29 剥片 サヌカイト － － － －
・大きさ不明
・注記は「サヌカイ
ト石庖丁」

－ 462
前田

462
前田

表 2　第 2号貝塚出土土器観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

30 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 21.6cm。口
縁端部外面 3mm程
度肥厚させ，LR縄
文を施す。胴部条痕
状の粗いミガキ。

条痕に見え
る横方向の
粗いミガキ
の痕跡がナ
デ調整の合
間に散見さ
れる。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 結晶片
岩・雲母。

外面：黒
褐色
内面：褐
色

「天井ヨリ四尺八寸」 1-15 345
森 1-15 5/26

№ 20

31 縄文
土器　 深鉢か 口縁部

口縁端部外面，7mm
程度肥厚させ，LR
縄文を施す。胴部横
方向ミガキ。

横方向ミガ
キ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 雲 母・
貝殻片か。

外面：明
褐色
内面：に
ぶい褐色

・第 2号貝塚か 1-12
⑩ なし 1-12

⑩
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

32 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復元口径 23.9cm。口
縁端部を平坦に仕上
げて縄文を施す。縦
方向にヘラ状工具に
よる深い条線を刻む。
全体は幅広のナデ。

横 方 向 ナ
デ。微細な
凸線多数確
認。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
数含む。石
英 ･砂岩。

外面：灰
褐色
内面：暗
褐色

1-24
①

313
森

1-24
① 5/10

33 縄文
土器　 深鉢 頸部

復元頸部径 21.9cm。 
頸部上端に幅約6mm
の凹線。屈曲部一部
残る。

ナデ

ざらっとし
た 土 粒 が
特 徴，1 ～
3mm の 砂
粒を含む，
石英 ･ 長石
･角閃石

外面：橙
色
内面：に
ぶい褐色

1-14 なし 1-14

34 縄文
土器　 深鉢 胴部 縄文を全面に施し，

一部磨り消す。

幅 10mm 程
度の板状工
具のナデ

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
砂岩 ･ 貝殻
粒

外面：褐
灰色
内面：灰
黄褐色

・他に 011『阿波名勝』
第 2号拓本掲載あり。

1-12
⑬

346
森

1-12
⑬

35 縄文
土器　 鉢 口縁部

3条の沈線，最上の
沈線と 2番目の沈線
の間に縄文の痕跡。
上部口縁端部は 1～
2mmの横方向ミガキ。

器面剥離だ
が，一部に
ミガキ痕跡
あり。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
結晶片岩。

外面：黒
褐色
内面：黒
褐色

1-12
⑤

338
森

1-12
⑤ 5/12

36 縄文
土器　 鉢 口縁部

復元口径 10.0cm。口
縁端部に RL縄文を
施し，その上をミガ
キ消す。頸部横方向
ナデ。胴部，RL 縄
文を施す。

2 ～ 3 m m
幅の横方向
ミガキ。口
縁部 ･ 頸部
･ 胴部境に
稜をなす。

1 ～ 2 m m
の 砂 粒 含
む。石英 ･
砂岩。

外面：灰
黄褐色
内面：褐
灰色

・森 352 の拓本と，
スケッチのうち断面
のみ掲載

1-12
⑥

352
森

1-12
⑥

37 縄文
土器　 浅鉢 口縁部

復元口径 23.9cm。口
縁端部は断面方形に
整え，口縁外面に幅
7～ 10mmのわずか
な肥厚帯をつけ RL
縄文を施す。下部は
幅約 2mmの横方向
ミガキ。

1条の沈線
を施し，沈
線の上部は
RL 縄 文，
下 部 は 幅
2mm 程 度
の横方向ミ
ガキ。

1 ～ 2 m m
程度の砂粒
を含む。石
英 ･ 結晶片
岩。

外面：褐
色
内面：橙
色

・森 329拓本「大 11　
5　10　午前十時四十
分」注記あり。

1-12
⑦

329
森

1-12
⑦ 5/10

38 縄文
土器　 浅鉢 肩部

復元肩部径 25.3cm。
屈曲内傾する肩部の
上は屈曲沈線の外側
に RL縄文施文，内
区はミガキ。肩部下
は横方向ミガキ。

横方向ミガ
キ

1 ～ 4 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
結晶片岩。

外面：黒
褐色
内面：褐
灰色

・他に森 304 拓本・
前 田 004・018・446
スケッチ・『阿波名勝』
第 2号拓本 013あり。

1-12
⑧

307
森

1-12
⑧ 5/3

39 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 24.5cm。 
横方向条痕。原体不
明（繊維束状）。

横方向条痕。
原体不明（繊
維束状）外
面より深く
明瞭。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 結晶片
岩 ･砂岩

外面：にぶ
い黄褐色
内面：にぶ
い赤褐色

・森 354拓本 ･スケッ
チのうち拓本のみ掲
載。

1-12
⑪

354
森

1-12
⑪

40 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 19.6cm。 
一部器面荒れている
が，前面に幅 2mm
程度の横方向ミガ
キ。

幅 2mm 程
度の横方向
ミガキ

1 ～ 2 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩・砂岩・
石英

外：褐灰
～灰黄褐
色
内：にぶ
い褐色

・第 2号貝塚か 1-11 － 1-11 5/29

41 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 14.5cm。 
横方向ミガキ。2mm
程度の単位が見える
部分もある。

横方向ミガ
キ。 3 m m
程度の単位
が見える部
分もある。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
く含む．石
英 ･雲母

外面：灰
褐色
内面：に
ぶい褐色

・第 2号貝塚か 1-12
⑨ － 1-12

⑨

42 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復元口径 10.2cm。
口縁端部は丸く仕上
げ，一部外側に張り
出す，横方向ナデ，

横方向ミガ
キ

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む，石英・
雲母・泥岩

外：灰黄
褐色
内：灰黄
褐色

1-12
②

353
森

1-12
②

43 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 15.5cm。 
口縁端部に刻み目。
口縁端部直下に強い
ナデ。頸部 ･胴部は
凹凸あるがナデ。

左から右へ
繊維束状工
具によるナ
デ。

3mm 程 度
の砂粒を含
む。結晶片
岩 ･ 石 英・
泥岩 ･砂岩

外面：に
ぶい黄橙
色
内面：に
ぶい橙色

・前田 485スケッチ
不採用。 1-13 － 1-13

44 縄文
土器　 深鉢か 口縁部

口縁端部，逆 D字形
の刻目を施す。ミガ
キ風の丁寧なナデ。

ナデ
1mm 程 度
の微砂粒を
含む。雲母。

外面：褐
灰色
内面：黒
褐色

1-30
⑩

323
森

1-30
⑩ 5/26

45 縄文
土器　 鉢 頸部

頸部屈曲部に茎状工
具で凹線。右下がり
の 2本単位 2カ所の
沈線，左下がり 2本
単位 1カ所の沈線が
交差する。

ナデ。頸部
わずかに屈
曲。

1 ～ 4 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩，貝殻粒。

外面：に
ぶい黄橙
色
内面：黒
褐色

・他に前田 005・447
スケッチ，『阿波名勝』
第 2号拓本 014があ
る。

1-30
⑪

306
森

1-30
⑪
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32 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復元口径 23.9cm。口
縁端部を平坦に仕上
げて縄文を施す。縦
方向にヘラ状工具に
よる深い条線を刻む。
全体は幅広のナデ。

横 方 向 ナ
デ。微細な
凸線多数確
認。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
数含む。石
英 ･砂岩。

外面：灰
褐色
内面：暗
褐色

1-24
①

313
森

1-24
① 5/10

33 縄文
土器　 深鉢 頸部

復元頸部径 21.9cm。 
頸部上端に幅約6mm
の凹線。屈曲部一部
残る。

ナデ

ざらっとし
た 土 粒 が
特 徴，1 ～
3mm の 砂
粒を含む，
石英 ･ 長石
･角閃石

外面：橙
色
内面：に
ぶい褐色

1-14 なし 1-14

34 縄文
土器　 深鉢 胴部 縄文を全面に施し，

一部磨り消す。

幅 10mm 程
度の板状工
具のナデ

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
砂岩 ･ 貝殻
粒

外面：褐
灰色
内面：灰
黄褐色

・他に 011『阿波名勝』
第 2号拓本掲載あり。

1-12
⑬

346
森

1-12
⑬

35 縄文
土器　 鉢 口縁部

3条の沈線，最上の
沈線と 2番目の沈線
の間に縄文の痕跡。
上部口縁端部は 1～
2mmの横方向ミガキ。

器面剥離だ
が，一部に
ミガキ痕跡
あり。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
結晶片岩。

外面：黒
褐色
内面：黒
褐色

1-12
⑤

338
森

1-12
⑤ 5/12

36 縄文
土器　 鉢 口縁部

復元口径 10.0cm。口
縁端部に RL縄文を
施し，その上をミガ
キ消す。頸部横方向
ナデ。胴部，RL 縄
文を施す。

2 ～ 3 m m
幅の横方向
ミガキ。口
縁部 ･ 頸部
･ 胴部境に
稜をなす。

1 ～ 2 m m
の 砂 粒 含
む。石英 ･
砂岩。

外面：灰
黄褐色
内面：褐
灰色

・ 森 352 の 拓 本 と，
スケッチのうち断面
のみ掲載

1-12
⑥

352
森

1-12
⑥

37 縄文
土器　 浅鉢 口縁部

復元口径 23.9cm。口
縁端部は断面方形に
整え，口縁外面に幅
7～ 10mmのわずか
な肥厚帯をつけ RL
縄文を施す。下部は
幅約 2mmの横方向
ミガキ。

1条の沈線
を施し，沈
線の上部は
RL 縄 文，
下 部 は 幅
2mm 程 度
の横方向ミ
ガキ。

1 ～ 2 m m
程度の砂粒
を含む。石
英 ･ 結晶片
岩。

外面：褐
色
内面：橙
色

・森 329拓本「大 11　
5　10　午前十時四十
分」注記あり。

1-12
⑦

329
森

1-12
⑦ 5/10

38 縄文
土器　 浅鉢 肩部

復元肩部径 25.3cm。
屈曲内傾する肩部の
上は屈曲沈線の外側
に RL縄文施文，内
区はミガキ。肩部下
は横方向ミガキ。

横方向ミガ
キ

1 ～ 4 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
結晶片岩。

外面：黒
褐色
内面：褐
灰色

・他に森 304 拓本・
前 田 004・018・446
スケッチ・『阿波名勝』
第 2号拓本 013あり。

1-12
⑧

307
森

1-12
⑧ 5/3

39 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 24.5cm。 
横方向条痕。原体不
明（繊維束状）。

横方向条痕。
原体不明（繊
維束状）外
面より深く
明瞭。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 結晶片
岩 ･砂岩

外面：にぶ
い黄褐色
内面：にぶ
い赤褐色

・森 354拓本 ･スケッ
チのうち拓本のみ掲
載。

1-12
⑪

354
森

1-12
⑪

40 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 19.6cm。 
一部器面荒れている
が，前面に幅 2mm
程度の横方向ミガ
キ。

幅 2mm 程
度の横方向
ミガキ

1 ～ 2 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩・砂岩・
石英

外：褐灰
～灰黄褐
色
内：にぶ
い褐色

・第 2号貝塚か 1-11 － 1-11 5/29

41 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 14.5cm。 
横方向ミガキ。2mm
程度の単位が見える
部分もある。

横方向ミガ
キ。 3 m m
程度の単位
が見える部
分もある。

1 ～ 4 m m
の砂粒を多
く含む．石
英 ･雲母

外面：灰
褐色
内面：に
ぶい褐色

・第 2号貝塚か 1-12
⑨ － 1-12

⑨

42 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復元口径 10.2cm。
口縁端部は丸く仕上
げ，一部外側に張り
出す，横方向ナデ，

横方向ミガ
キ

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む，石英・
雲母・泥岩

外：灰黄
褐色
内：灰黄
褐色

1-12
②

353
森

1-12
②

43 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復 元 口 径 15.5cm。 
口縁端部に刻み目。
口縁端部直下に強い
ナデ。頸部 ･胴部は
凹凸あるがナデ。

左から右へ
繊維束状工
具によるナ
デ。

3mm 程 度
の砂粒を含
む。結晶片
岩 ･ 石 英・
泥岩 ･砂岩

外面：に
ぶい黄橙
色
内面：に
ぶい橙色

・前田 485スケッチ
不採用。 1-13 － 1-13

44 縄文
土器　 深鉢か 口縁部

口縁端部，逆 D字形
の刻目を施す。ミガ
キ風の丁寧なナデ。

ナデ
1mm 程 度
の微砂粒を
含む。雲母。

外面：褐
灰色
内面：黒
褐色

1-30
⑩

323
森

1-30
⑩ 5/26

45 縄文
土器　 鉢 頸部

頸部屈曲部に茎状工
具で凹線。右下がり
の 2本単位 2カ所の
沈線，左下がり 2本
単位 1カ所の沈線が
交差する。

ナデ。頸部
わずかに屈
曲。

1 ～ 4 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩，貝殻粒。

外面：に
ぶい黄橙
色
内面：黒
褐色

・他に前田 005・447
スケッチ，『阿波名勝』
第 2号拓本 014があ
る。

1-30
⑪

306
森

1-30
⑪
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46 縄文
土器　 鉢 頸～胴

部

胴部復元径 22.9cm。
頸部はやや右斜め上
方向の二枚貝条痕，
肩部は基本 3本で短
い単位の継ぎ横方向
沈線・縦方向の短沈
線 3本，全体で七宝
文的な文様を表現し
ようとした可能性。

頸 ･ 胴部間
に僅かな稜
がある丁寧
なナデ

ざらっとし
た 土 粒 が
特 徴，1 ～
4mm の 砂
粒を含む，
石英 ･ 長石
･角閃石

外：にぶ
い赤褐色 
内：褐灰
色いわゆ
る生駒西
麓産の特
色ある色
調・胎土

・森 341拓本あるが，
裏綴じになっており，
使用できない。

1-12
③⑭
⑮

採拓
1-12
③⑭
⑮

47 縄文
土器　 浅鉢 肩部

肩部復元径 10.0cm。 
二条の水平沈線，断
面台形状

一部に横方
向ミガキ状
の痕跡

堅 い，1 ～
3mmの砂粒
含む，砂岩・
結晶片岩

外：明赤
褐色
内：褐灰
色

1-7 322
森 1-7 5/26

№ 17

48 縄文
土器　 鉢 口縁部

復 元 口 径 13.1cm。 
頸部水平沈線 1条，
沈線内外に赤色顔料
塗布，横方向ミガキ

口縁部内面
に 水 平 沈
線 1条，沈
線内外に赤
色顔料を塗
布，横方向
ミガキ

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む，砂岩・
石英・白色
粒

外 :灰黄
褐色
内：灰黄
褐色

・ 他 に 森 112 あ り。
注 記「 人 骨 貝 塚 朱
線 入 土 器（ 土 ニ 貝
殻 粉 末 ヲ 交 ユ ）」。 
・現存土器と同一個体
を拓本したものと思わ
れるが，形状は異なる。

1-12
①

102
森

1-12
①

49 縄文
土器　 深鉢 口縁部

復元口径 16.0cm。
口縁端部に接して断
面台形状の凸帯を貼
り付けＤ字状の深い
刻み目を施す。ナデ。

ナデ。粘土
紐痕跡ある
が，断面で
は 痕 跡 不
明。

1 ～ 4 m m
の 砂 粒 含
む，石英・
結晶片岩

外面：に
ぶい褐色 
内面：に
ぶい褐色

・森 351拓本・スケッ
チのうち，拓本のみ
掲載。

1-12
④

351
森

1-12
④

50 縄文
土器　 深鉢 口縁部

口縁端部に断面三角
形の凸帯を巡らし，
D字状の深い刻目を
施す，左から右方向
へのミガキ風ナデ

右から左方
向へのミガ
キ風ナデ，
砂粒の移動
痕あり

堅 く 焼 き
締 ま る，1
～ 3mm の
砂粒を含む　
石英・結晶
片岩・砂岩

外：にぶ
い橙色
内：灰褐
色

1-10 324
森 1-10 5/26 

No14

51 縄文
土器　 深鉢 口縁部

胴部復元径 31cm。
凸帯は2条凸帯下部，
断面方形に近い凸帯
に逆 D字形の深い刻
み目を施す，右方向
へ板状工具による砂
粒が動く強いナデ。

右方向へ板
状工具によ
る砂粒が動
く強いナデ

砂粒を多く
含み，堅く
焼 き 締 ま
る，結晶片
岩・砂岩・
石英・雲母

外：灰黄
褐色
内：灰黄
褐色

・ 他 に 前 田 003・
0 1 6・4 0 3・4 8 6 ス
ケッチ，『阿波名勝』
第 2 号 007 が あ る。 
・「第二号遺跡森氏四
月四日午後三時半発
見」

1-8 301
森 1-8

4/4
PM3:30
発見時
出土

52 縄文
土器　 深鉢　 胴部

繊維状束による粗い
ナデ，条痕・条線の
こる

ナデ，繊維
状束による
粗いナデ，
条線のこる

1 ～ 2 m m
の 砂 粒 含
む，石英・
砂岩

外：にぶ
い褐色
内：黒褐
色

1-1 － 1-1
5/27
№ 31
か 21

53 縄文
土器　 深鉢　 胴部

横～右上方向の二枚
貝条痕・丁寧なナデ
仕上げ

ナデ，平滑
に仕上げる

1 ～ 3 m m
の 砂 粒 含
む，石英・
雲母・砂岩

外：にぶ
い赤褐色 
内：灰褐
色

1-2
② － 1-2

②
5/26
№ 19

54 縄文
土器　 深鉢 胴部 右から左へ強いナ

デ。砂粒移動痕。

剥離部分大
きいが，丁
寧なナデ仕
上げ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。

外面：に
ぶい褐色 
内面：黒
褐色

・第 2号貝塚か 1-12
⑫ － 1-12

⑫

55 縄文
土器　 深鉢 胴部 ナデ，溝状痕跡は接

合痕か

ナデ，溝状
痕跡は砂粒
移動痕か

1～ 3mmの
砂粒含む，
石英・金雲
母・砂岩

外：灰褐
色
内：褐灰
色

・「砂金入り」 1-9 － 1-9 5/29

56 縄文
土器　 深鉢　 胴部

横方向に板状工具に
よる強いナデ，条痕
残る，砂粒移動

横方向に板
状工具によ
るナデ，条
線残る

1 ～ 2 m m
の砂粒多く
含む，石英・
砂岩・結晶
片岩

外：にぶ
い赤褐色 
内：にぶ
い褐色

1-2
① － 1-2

①
5/26
№ 18

57 縄文
土器　 深鉢　 胴部 乱れた条線残る，粗

い調整

12mm 程 度
の工具によ
るナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 結晶片
岩 ･雲母

外 面：
に ぶ い
黄 褐 色 
内面：に
ぶい黄褐
色

1-4
③ － 1-4

③

58 縄文
土器　 深鉢 胴部

茎状またはヘラ状工
具による乱方向の条
痕

丁寧なナデ

緻 密 で 堅
い，結晶変
岩・石英・
砂岩含むが
目立たない

外：暗灰
黄色
内：灰黄
褐色

1-6 － 1-6 5/26
№ 13

59 縄文
土器　 深鉢　 胴部 丁寧なナデ，横方向

中心

上半：ユビ
オサエ，下
半：ミガキ
または二枚
貝条痕

1 ～ 4 m m
の 砂 粒 含
む，石英・
チャ－ト？

外：橙色 
内：褐灰
色

・「赤ノアイヌ式」 
・「頭ト左腕トノ中間　
骨ト同一平面」

1-5
①

409
前田

1-5
①

採第
20号
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60 縄文
土器　 深鉢　 胴部 粗い条線認められ

る。 ナデ。
1 ～ 3 m m
の砂粒多く
含む。石英。

外面 :黒
褐色
内面：黒
褐色

・「黒　枕下二寸位」 － 410
前田

1-5
②

採第
20号

61 縄文
土器か 不明 胴部 丁寧なナデ

土付着で不
明瞭だが，
ナデか。

1 ～ 2 m m
の砂粒を含
む。石英。

外面：赤
褐色
内面：赤
褐色

・「赤　頭ト左腕トノ
中間　骨ト同一平面」 － 411

前田
1-5
③

採第
20号

62 縄文
土器 深鉢 胴部

磨消縄文，直線と曲
線の沈線間に RL縄
文（直前段反撚りか）
を施し，平行沈線間
に刻目。

ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 214
森 － 5/14

63 縄文
土器 深鉢か 頸部

「く」の字状に屈曲
する頸部に平行沈線
間に刻目，胴部に曲
線の沈線に RL縄文
を施す磨消縄文。

ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 212
森 － 5/14

64 縄文
土器 深鉢 胴部 沈線間に LR縄文を

施す。 ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 209
森 － 5/14

65 縄文
土器 深鉢 胴部 LR縄文を施す。上

部破損部に沈線か。
横方向に条
痕あり。 － － ・1922（大正 11）年

8月 14日採集 － 330
森 － 8/14

66 縄文
土器 浅鉢 肩部

「く」の字状に屈曲
する頸部に平行沈
線，縄文を施す。

－ － －

・1922（大正 11）年
8月 14日採集
･他に前田 426拓本 ･
一部加筆あり

－ 332
森 － 8/14

67 縄文
土器 深鉢 胴部 縄文を施す。 ナデか。 － － － 406

前田 －

68 縄文
土器 深鉢 胴部 RL縄文を施す。 ナデか。 － － ・他に森 339拓本あ

り。 － 303
森 －

69 縄文
土器 浅鉢 口縁部

口縁下，RL縄文帯
をもつ。横方向ミガ
キか。

横方向ミガ
キか。 － － － 308

森 －

70 縄文
土器 浅鉢 口縁部

口縁下，RL縄文帯
をもつ。横方向ミガ
キか。

横方向ミガ
キか。 － － － 335

森 －

71 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

口縁下，2条の途切
れた沈線。横方向の
条痕。

横 方 向 ナ
デ。 － － ・ 他 に 森 113 拓 本，

前田 425拓本あり。 － 103
森 －

72 縄文
土器 深鉢 口縁部 口縁下，2条の沈線。

横方向の条痕。
ナデか。わ
ずかな条痕。 － － ・1922（大正 11）年

8月 14日採集 － 331
森 － 8/14

73 縄文
土器か 深鉢か 口縁部

か 口縁下，2条の条痕。 ナデか。 － － － 349
森 －

74 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向の条線。 わずかな条

痕。 － － ・他に森 311拓本あ
り。 － 305

森 －

75 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向条線 2条，右

下がり条線 2条。
条 線 が あ
る。 － － － 344

森 －

76 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の二枚貝条

痕。
右下がり方
向の条痕。 － － ・「上縁ノ水平ニ切ラ

レタルモノ」 － 104
森 －

77 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の二枚貝条

痕。
横方向の二
枚貝条痕。 － － － 334

森 － 5/14

78 縄文
土器 浅鉢 肩部か 肩部，凹線状の屈曲

部。ナデか。 ナデか。 － － － 302
森 －

79 縄文
土器 鉢か 口縁部 口縁端部，やや拡張。

ナデか。 ミガキか。 「赤焼白石英砂混在」 － － 319
森 －

80 縄文
土器 鉢か 口縁部

か ナデか。 ナデか。 － － ･ 他に前田 413拓本
あり。 － 337

森 －

81 縄文
土器 浅鉢 口縁部 口縁下，凹線状のく

びれあり。 ナデか。 － － ・他に前田 424拓本・
スケッチあり。 － 347

森 －

82 縄文
土器 鉢 口縁部 ナデか。 － － 「ウスア

カ」 － 422
前田 －

83 縄文
土器か 胴部 2条の沈線状の痕跡。

ナデか。
右上がり方
向の条線。 － － － 343

森 －

84 縄文
土器 深鉢 口縁部

か
一部剥離。横方向の
条痕。

横方向の二
枚貝条痕。 － － － 117

森 － 5/16

85 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向の条痕。 縦方向の乱

れた条痕。 － － ・他に森 317拓本あ
り。 － 106

森 －

86 縄文
土器か 深鉢 胴部 斜めに交差する条

痕。
縦方向の乱
れた条線。 － － ・他に森 336･ 前 田

416拓本あり。 － 342
森 －

87 縄文
土器か 深鉢 胴部 ナデか。 砂粒移動痕

か。 － － － 115
森 －

88 縄文
土器 深鉢 胴部 斜めに交差する条

痕。
砂粒移動痕
か。 － － ・他に森 114拓本あ

り。 － 105
森 －
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60 縄文
土器　 深鉢　 胴部 粗い条線認められ

る。 ナデ。
1 ～ 3 m m
の砂粒多く
含む。石英。

外面 :黒
褐色
内面：黒
褐色

・「黒　枕下二寸位」 － 410
前田

1-5
②

採第
20号

61 縄文
土器か 不明 胴部 丁寧なナデ

土付着で不
明瞭だが，
ナデか。

1 ～ 2 m m
の砂粒を含
む。石英。

外面：赤
褐色
内面：赤
褐色

・「赤　頭ト左腕トノ
中間　骨ト同一平面」 － 411

前田
1-5
③

採第
20号

62 縄文
土器 深鉢 胴部

磨消縄文，直線と曲
線の沈線間に RL縄
文（直前段反撚りか）
を施し，平行沈線間
に刻目。

ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 214
森 － 5/14

63 縄文
土器 深鉢か 頸部

「く」の字状に屈曲
する頸部に平行沈線
間に刻目，胴部に曲
線の沈線に RL縄文
を施す磨消縄文。

ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 212
森 － 5/14

64 縄文
土器 深鉢 胴部 沈線間に LR縄文を

施す。 ナデか。 － － ・第 2号貝塚か － 209
森 － 5/14

65 縄文
土器 深鉢 胴部 LR縄文を施す。上

部破損部に沈線か。
横方向に条
痕あり。 － － ・1922（大正 11）年

8月 14日採集 － 330
森 － 8/14

66 縄文
土器 浅鉢 肩部

「く」の字状に屈曲
する頸部に平行沈
線，縄文を施す。

－ － －

・1922（大正 11）年
8月 14日採集
･他に前田 426拓本 ･
一部加筆あり

－ 332
森 － 8/14

67 縄文
土器 深鉢 胴部 縄文を施す。 ナデか。 － － － 406

前田 －

68 縄文
土器 深鉢 胴部 RL縄文を施す。 ナデか。 － － ・他に森 339拓本あ

り。 － 303
森 －

69 縄文
土器 浅鉢 口縁部

口縁下，RL縄文帯
をもつ。横方向ミガ
キか。

横方向ミガ
キか。 － － － 308

森 －

70 縄文
土器 浅鉢 口縁部

口縁下，RL縄文帯
をもつ。横方向ミガ
キか。

横方向ミガ
キか。 － － － 335

森 －

71 縄文
土器 深鉢 口縁～

胴部

口縁下，2条の途切
れた沈線。横方向の
条痕。

横 方 向 ナ
デ。 － － ・ 他 に 森 113 拓 本，

前田 425拓本あり。 － 103
森 －

72 縄文
土器 深鉢 口縁部 口縁下，2条の沈線。

横方向の条痕。
ナデか。わ
ずかな条痕。 － － ・1922（大正 11）年

8月 14日採集 － 331
森 － 8/14

73 縄文
土器か 深鉢か 口縁部

か 口縁下，2条の条痕。ナデか。 － － － 349
森 －

74 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向の条線。 わずかな条

痕。 － － ・他に森 311拓本あ
り。 － 305

森 －

75 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向条線 2条，右

下がり条線 2条。
条 線 が あ
る。 － － － 344

森 －

76 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の二枚貝条

痕。
右下がり方
向の条痕。 － － ・「上縁ノ水平ニ切ラ

レタルモノ」 － 104
森 －

77 縄文
土器 深鉢 口縁部 横方向の二枚貝条

痕。
横方向の二
枚貝条痕。 － － － 334

森 － 5/14

78 縄文
土器 浅鉢 肩部か 肩部，凹線状の屈曲

部。ナデか。 ナデか。 － － － 302
森 －

79 縄文
土器 鉢か 口縁部 口縁端部，やや拡張。

ナデか。 ミガキか。 「赤焼白石英砂混在」 － － 319
森 －

80 縄文
土器 鉢か 口縁部

か ナデか。 ナデか。 － － ･ 他に前田 413拓本
あり。 － 337

森 －

81 縄文
土器 浅鉢 口縁部 口縁下，凹線状のく

びれあり。 ナデか。 － － ・他に前田 424拓本・
スケッチあり。 － 347

森 －

82 縄文
土器 鉢 口縁部 ナデか。 － － 「ウスア

カ」 － 422
前田 －

83 縄文
土器か 胴部 2条の沈線状の痕跡。

ナデか。
右上がり方
向の条線。 － － － 343

森 －

84 縄文
土器 深鉢 口縁部

か
一部剥離。横方向の
条痕。

横方向の二
枚貝条痕。 － － － 117

森 － 5/16

85 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向の条痕。 縦方向の乱

れた条痕。 － － ・他に森 317拓本あ
り。 － 106

森 －

86 縄文
土器か 深鉢 胴部 斜めに交差する条

痕。
縦方向の乱
れた条線。 － － ・ 他 に 森 336･ 前 田

416拓本あり。 － 342
森 －

87 縄文
土器か 深鉢 胴部 ナデか。 砂粒移動痕

か。 － － － 115
森 －

88 縄文
土器 深鉢 胴部 斜めに交差する条

痕。
砂粒移動痕
か。 － － ・他に森 114拓本あ

り。 － 105
森 －
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89 縄文
土器 深鉢 口縁部

か 粗い器面。 斜め方向条
線。 － － － 315

森 － 5/14 
（1）

90 縄文
土器 深鉢 胴部 ナデか。 乱 れ た 条

痕。 － － － 348
森 －

91 縄文
土器 深鉢 胴部 ナデか。 板ナデ状の

痕跡。 － － － 309
森 －

92 縄文
土器 深鉢 胴部 ナデか。 ナデか。 － － － 310

森 － 5/3

93 縄文
土器 深鉢 胴部 斜め方向の深い条

痕。 ナデか。 － － － 340
森 －

94 縄文
土器 深鉢 胴部 乱れた深い条痕。 － － － 58と類似 － 325

森 － 5/26

95 縄文
土器 深鉢 胴部 ナデか。 条線あり。

「赤焼白石
英粒ヲ多ク
認ム」

－ － 320
森 － 5/11

96 縄文
土器 深鉢 胴部 乱れた条線。 ナデか。 － － － 414

前田 －

97 縄文
土器か 深鉢 胴部 砂粒移動痕か。 ナデか。 － － － 405

前田 －

98 縄文
土器 深鉢 胴部 条線あり。 ナデか。 － － － 415

前田 －

99 縄文
土器か 深鉢 胴部 不明 － － － － 312

森 －

100 弥生
土器 甕か 体部 ハケの痕跡か。 － － －

・他に森 110拓本あり。
・「 大 正 十 三 年 一 月
二十二日　徳島公園城
山人骨貝塚発見　弥生
式土器　坩」

－ 108
森 －

1924
年

1/22

101 弥生
土器 甕か 体部 斜め列点文，体部最

大径やや上部。 － － －

・他に森 110拓本あり。
・「 大 正 十 三 年 一 月
二十二日　徳島公園城
山人骨貝塚発見　弥生
式土器　坩」

－ 108
森 －

1924
年

1/22

102 弥生
土器 甕か 体部 表面剥離か，乱れた

器面。 － － －

・他に森 111拓本あり。
・「 大 正 十 三 年 一 月
二十二日　徳島公園城
山人骨貝塚発見　弥生
式土器　坩」

－ 109
森 －

1924
年

1/22

103 弥生
土器 甕か 体部 ハケの痕跡か。 － － －

・他に森 110拓本あり。
・「 大 正 十 三 年 一 月
二十二日　徳島公園城
山人骨貝塚発見　弥生
式土器　坩」

－ 108
森 －

1924
年

1/22

104 土製品 土錘 紡錘形

管状土錘
長さ 4.65cm，
径 1.6cm， 孔 径 0.7
× 0.6cm，重さ 10g

1 ～ 2 m m
の砂粒を多
く含む。石
英等。

にぶい赤
褐色

・他に前田 483スケッ
チあり。

5-42
③

森
350

5-42
③ 5/11

表 3　第 2号貝塚出土石器等観察表

番号 遺物内容 形状・長 幅 厚 重量 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

105 石鏃 サヌカイト 石鏃状剝片
長さ 2.9cm 1.7cm 0.4cm 2g 5-40

③ なし 5-40
③

106 削器 安山岩 一辺刃部形成
長さ 7.2cm 3.9cm 0.9cm 35g サヌカイト類似安山

岩（中尾同定）
1-30
⑦ なし 1-30

⑦

107 削器 安山岩 一辺刃部形成
長さ 6.2cm 3.5cm 0.5cm 14g

サヌカイト類似安山
岩（中尾同定）
・『阿波名勝』第 2号
写真 009あり。

1-30
⑧ なし 1-30

⑧

108 削器 サヌカイト 一辺刃部形成
長さ 5.8cm 5.0cm 0.9cm 19g 5-40

② なし 5-40
②

109
楔形石
器また
は掻器

安山岩 短辺両端に刃部形成 
長さ 6.3cm 4.4cm 1.3cm 51g

サヌカイト類似安山
岩（中尾同定）
・前田464拓本あるが，
糸縛り固定のまま糸
痕あるため不採用。

1-30
⑥ 不採用 1-30

⑥

110 剥片 チャ－ト 長さ 2.7cm 3.3cm 0.8cm 9g

チャ－ト（姫島黒曜
石に似る）
・他に，前田 437ス
ケッチあるが，粗雑
なため不採用。

5-40
④

森
328

5-40
④ 5/10

111 剥片 緑色片岩 長さ 6.0cm 1.9cm 0.4cm 12g 5-42
⑥ なし 5-42

⑥
採第
18号
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

112 石斧状
自然石 緑色片岩 石斧形状の自然石 

長さ 14.5cm 6.9cm 1.9cm 287g

・XY座標の朱墨注記 
・前田 471スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
② 不採用 1-30

②
貝層
中

113 石斧状
自然石 緑色片岩

石斧形状の自然石，
刃部なし。
長さ 16.3cm

8.3cm 1.7cm 335g

・「頭骨附近」の朱墨
注記
・前田 472スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
④ 不採用 1-30

④

人骨
頭付
近

114 石鍬 緑色片岩
自 然 石 の 形 状 利
用，刃部擦痕あり。 
長さ 16.0cm

10.5cm 2.4cm 560g
・「第二貝塚」の墨書
注記
（石材中尾同定）

1-30
① なし 1-30

①

人骨
頭付
近

115 石鍬 緑色片岩 整形，刃部形成。
長さ 16.5cm 8.5cm 2.2cm 431g

・「人骨貝塚 頭骨附
近」の朱墨注記
・前田 476スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
③ 不採用 1-30

③

人骨
頭付
近

116 円盤状
石器 緑色片岩 円盤状に整形。

長さ 8.7cm 10.1cm 1.3cm 218g 2-5
② なし 2-5

②

117 円盤状
石器 緑色片岩 円盤状に整形。

長さ 11.2cm 10.9cm 1.9cm 380g ・前田 473スケッチ
あるが，不採用。

2-5
① 不採用 2-5

①

118 石庖丁
状石器 緑色片岩

石庖丁状だが，刃部
加工なし，石錘の可
能性も。
長さ 10.8cm

4.3cm 0.6cm 52g

・前田 465拓本「糸
にて此標本を固定し
たもの。庖丁の筋で
はない。」ため不採用。
（石材中尾同定）

1-30
⑤ 不採用 1-30

⑤

人骨
頭付
近

119 磨石 石材不明 円礫使用。
長さ 12.0cm 9.0cm 3.3cm －

・側面に「磨」と注記。 
・「写真」図 95b，注
記「土器製造石 ?」

－
327・
333
森

－ 5/14

120 鑿状
石器 緑色片岩　

扁平棒状，片端部に
刃部形成。
長さ 11.8cm

2.5cm 1.8cm 42g 5-40
① なし 5-40

①

121 敲石か 緑色片岩
棒状，先端敲打か，
縦に割れる。
長さ 17.0cm

3.2cm 2.2cm 130g 写真中央，結束紐が
写っている。

5-40
⑤ なし 5-40

⑤ 5/29

122 石器か 泥岩
両側半面剥離の得意
な形状。
長さ 3cm

2.3cm 0.9cm 4g
・前田が採取し，484
スケッチあるが，不
採用。（石材中尾同定）

1-30
⑨ 不採用 1-30

⑨

123 貝輪 アカガイか 
サトウガイ

腹縁部分，破断面・
貝縁部とも研磨して
丸く仕上げる。
残存長 9.1cm

1.4cm～
1.8cm 0.5cm － ・鳥居 1923に「人骨

の手のあたりに於い
て貝輪の破片が発見
された。」とある。（貝
種中尾同定）

4-1
① なし 4-1

①
人骨
付近

124 貝輪 アカガイか 
サトウガイ

殻頂部分，破断面・
貝縁部とも研磨して
丸く仕上げる。
残存長 4.8cm

0.5cm～
1.0cm 0.4cm － 4-1

② なし 4-1
②

人骨
付近

125 貝装飾 ハイガイ 中央に穿孔。 － － －
321はスケッチと外
面拓本，スケッチを
掲載。（貝種中尾同定）

－ 321
森 －

表 4　第２号貝塚出土自然遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

126 鉄器 不明 器の一部か
・大正 11年 5月 3日第 2号貝塚出土の記事「巌窟の前方二
尺の箇所」
・「人骨貝塚　採集」と朱墨注記

－ － 1-32
②

人骨
上層

127 人骨 左上腕骨 破損後接合 （諏訪元鑑定）・詳細は佐宗亜衣子報告参照。 － － 1-22 5/4№
23

128 貝 イタヤガイ － （中尾同定） － － 1-19 5/26

129 貝 シオヤガイ － （中尾同定）
暖地性淡水？潮間帯 － － 1-18 5/26

130 貝 シオヤガイ － （中尾同定）
暖地性淡水？潮間帯 － － 1-18 5/26

131 貝 ヤマトシジミ － 注記メモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

132 貝 ヤマトシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

133 貝 ヤマトシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

134 貝 マシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

③

135 貝 マシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

③
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

112 石斧状
自然石 緑色片岩 石斧形状の自然石 

長さ 14.5cm 6.9cm 1.9cm 287g

・XY座標の朱墨注記 
・前田 471スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
② 不採用 1-30

②
貝層
中

113 石斧状
自然石 緑色片岩

石斧形状の自然石，
刃部なし。
長さ 16.3cm

8.3cm 1.7cm 335g

・「頭骨附近」の朱墨
注記
・前田 472スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
④ 不採用 1-30

④

人骨
頭付
近

114 石鍬 緑色片岩
自 然 石 の 形 状 利
用，刃部擦痕あり。 
長さ 16.0cm

10.5cm 2.4cm 560g
・「第二貝塚」の墨書
注記
（石材中尾同定）

1-30
① なし 1-30

①

人骨
頭付
近

115 石鍬 緑色片岩 整形，刃部形成。
長さ 16.5cm 8.5cm 2.2cm 431g

・「人骨貝塚 頭骨附
近」の朱墨注記
・前田 476スケッチ
あるが，不採用。（石
材中尾同定）

1-30
③ 不採用 1-30

③

人骨
頭付
近

116 円盤状
石器 緑色片岩 円盤状に整形。

長さ 8.7cm 10.1cm 1.3cm 218g 2-5
② なし 2-5

②

117 円盤状
石器 緑色片岩 円盤状に整形。

長さ 11.2cm 10.9cm 1.9cm 380g ・前田 473スケッチ
あるが，不採用。

2-5
① 不採用 2-5

①

118 石庖丁
状石器 緑色片岩

石庖丁状だが，刃部
加工なし，石錘の可
能性も。
長さ 10.8cm

4.3cm 0.6cm 52g

・前田 465拓本「糸
にて此標本を固定し
たもの。庖丁の筋で
はない。」ため不採用。
（石材中尾同定）

1-30
⑤ 不採用 1-30

⑤

人骨
頭付
近

119 磨石 石材不明 円礫使用。
長さ 12.0cm 9.0cm 3.3cm －

・側面に「磨」と注記。 
・「写真」図 95b，注
記「土器製造石 ?」

－
327・
333
森

－ 5/14

120 鑿状
石器 緑色片岩　

扁平棒状，片端部に
刃部形成。
長さ 11.8cm

2.5cm 1.8cm 42g 5-40
① なし 5-40

①

121 敲石か 緑色片岩
棒状，先端敲打か，
縦に割れる。
長さ 17.0cm

3.2cm 2.2cm 130g 写真中央，結束紐が
写っている。

5-40
⑤ なし 5-40

⑤ 5/29

122 石器か 泥岩
両側半面剥離の得意
な形状。
長さ 3cm

2.3cm 0.9cm 4g
・前田が採取し，484
スケッチあるが，不
採用。（石材中尾同定）

1-30
⑨ 不採用 1-30

⑨

123 貝輪 アカガイか 
サトウガイ

腹縁部分，破断面・
貝縁部とも研磨して
丸く仕上げる。
残存長 9.1cm

1.4cm～
1.8cm 0.5cm － ・鳥居 1923に「人骨

の手のあたりに於い
て貝輪の破片が発見
された。」とある。（貝
種中尾同定）

4-1
① なし 4-1

①
人骨
付近

124 貝輪 アカガイか 
サトウガイ

殻頂部分，破断面・
貝縁部とも研磨して
丸く仕上げる。
残存長 4.8cm

0.5cm～
1.0cm 0.4cm － 4-1

② なし 4-1
②

人骨
付近

125 貝装飾 ハイガイ 中央に穿孔。 － － －
321はスケッチと外
面拓本，スケッチを
掲載。（貝種中尾同定）

－ 321
森 －

表 4　第２号貝塚出土自然遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

126 鉄器 不明 器の一部か
・大正 11年 5月 3日第 2号貝塚出土の記事「巌窟の前方二
尺の箇所」
・「人骨貝塚　採集」と朱墨注記

－ － 1-32
②

人骨
上層

127 人骨 左上腕骨 破損後接合 （諏訪元鑑定）・詳細は佐宗亜衣子報告参照。 － － 1-22 5/4№
23

128 貝 イタヤガイ － （中尾同定） － － 1-19 5/26

129 貝 シオヤガイ － （中尾同定）
暖地性淡水？潮間帯 － － 1-18 5/26

130 貝 シオヤガイ － （中尾同定）
暖地性淡水？潮間帯 － － 1-18 5/26

131 貝 ヤマトシジミ － 注記メモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

132 貝 ヤマトシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

133 貝 ヤマトシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

②

134 貝 マシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

③

135 貝 マシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

③
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

136 貝 マシジミ － 紙片に種のメモあり
3点個別に写真 － － 5-41

③

137 貝 セトウチマイ
マイ － 紙片に種のメモあり － － 5-41

①

138 魚骨 ブリ 椎骨 － ラベル付：表「長サ約八五セメノ　ぶりノ第一尾椎骨」裏
「Geriola ｑ -uinqueradiota」 － 433

前田
1-25
⑤ 4/4

139 魚骨 ブリ － 人類学教室ラベルに「鰤の骨」 － － 5-42
①

140 獣骨 シカ　大腿骨 － ・原稿用紙片に「鹿　左　大腿骨　中央部」
・イノシシの可能性も（佐藤意見） － － 1-24

②

141 獣骨 イノシシ 肋骨 － ・前田 430スケッチ注記「第二号貝塚　哺乳動物　猪肋骨　
其五大正十一年四月四日」 － 430

前田
1-25
③

142 獣骨 ウサギ 尺骨 －
・他に前田 482スケッチあるが，粗雑なため不採用。ラベ
ル「兎ノ四肢骨」
・ウサギにしては大型（佐藤意見）

－ 不採用 5-42
②

143 獣骨 ウサギ 橈骨 －
・他に前田 482スケッチあるが，粗雑なため不採用。ラベ
ル「兎ノ四肢骨」
・ウサギにしては大型（佐藤意見）

－ 不採用 5-42
②

144 獣骨 イノシシ 下顎骨 － （佐藤意見） － － 5-42
⑤

採第
21号

145 獣骨 不明 肋骨 － － － － 5-42
④

採第
21号

146 獣骨 不明 － ・前田 429スケッチで展開図 － 429
前田

1-25
①

147 獣骨 不明 尺骨 － ・№ 16「天井石より二尺一寸」 － － 1-23
④ № 16

148 獣骨 不明 － ・№ 15「天井石より二尺」 － － 1-23
③

5/21
№ 15

149 鳥骨 不明 － ・前田 431スケッチ注記「鳥骨　其六」 － 431
前田

1-25
④

150 獣骨 不明 肋骨 － ・前田 432スケッチ注記「不明の骨（墨書）　其七」 － 432
前田

1-25
②

151 動物骨 不明 腰骨 － ・哺乳動物骨，「（人骨）」墨書あり。
・詳細スケッチ展開図 － 434

前田
434
前田 4/4

152 動物骨 不明 － ・哺乳動物骨，｢人骨」メモあり。
・詳細スケッチ展開図 － 435

前田
435
前田 4/4

153 獣骨 イノシシか － ・哺乳動物骨，｢人骨｣ 訂正して「猪」メモあり。
･詳細スケッチ展開図

428
前田

428
前田 4/4

154 貝 不明 － ･ラフスケッチ 427
前田

427
前田

155 貝 ハマグリ － ･ラフスケッチ －
451・
452
前田

451・
452
前田

4/4

156 石器 打製石斧か － ・スケッチなので大きさ不明 － 477
前田

477
前田

人骨
頭胸
間

157 石器 打製石斧か － ・スケッチなので大きさ不明，115の可能性あり － 466
前田

466
前田

人骨
頭胸
間

表５　第３号洞窟貝塚出土土器等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

158 縄文
土器 深鉢 頸部

4mm 程度の凹線 2
条に巻き貝による扇
状圧痕文。右下がり
斜め方向の 5mm程
度のミガキ。

上半 2/3 程
度 は 4 ～
5mm 程 度
幅 の ミ ガ
キ，巻き貝
表面による
か。下半は
ナデ。

緻 密 な 胎
土 ， 1 ～
3mm の 砂
粒 多 く 含
む。砂岩 ･
結晶片岩。

外面：に
ぶい橙色 
内面にぶ
い褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 025あり。 5-4 森

326 5-4

159 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 24.8cm。
口縁部に山形の小突
起，全体単位は不明。
内傾する口頸部，横
方向丁寧なナデ。

洗 浄 不 十
分，横方向
ミガキか。

硬 質 な 胎
土。 1 m m
程度の砂粒
含む .石英。

外面：褐
色
内面：黒
褐色

・第 3号洞窟貝塚で
最初に発見された
「アイヌ臭」の土器。 
・他に前田 401スケッ
チ・『徳毎』大正 11年
4月 24日掲載 001・『阿
波名勝』第 2号口絵
写真 008・『徳島新聞』
昭 和 27 年 4 月 11 日
拓本 017あるが，い
ずれも掲載不適。

5-32 不採用 5-32 4/4
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

160 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 17.3cm。
口縁端部は平坦に納
める。口頸部ナデ，
細い条線痕が残る。
胴部二枚貝条痕。

口頸部上半
は横方向ミ
ガキ，下半
は粗い横ナ
デ，条線残
る。胴部横
方 向 ケ ズ
リ。

硬 質 の 緻
密な胎土。
2mm 以 下
の 砂 粒 含
む。石英。

外面：に
ぶい黄褐
色
内面：褐
灰～黒褐
色

・他に前田 407スケッ
チあるが，粗雑につ
き不採用。

5-29 
5-30 不採用 5-29 

5-30 № 29

161 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 20.5cm。
口縁端部は丸く仕上
げ，口頸部は 5 ～
6mm幅の横方向ミ
ガキ。頸部に凹線 1
条確認。

3 ～ 6 m m
幅の横方向
ミガキ。

硬 質 な 胎
土。 1 m m
程度の砂粒
含む .石英。

外面：に
ぶい黄褐
色
内面：褐
色

・他に前田 454スケッ
チは粗雑で不採用，
『徳島市史』第一巻拓
本 023あるが，掲載
不適。

5-31 不採用 5-31

162 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 24.8cm。
横方向幅 3mm程度
の条痕，二枚貝原体
か。

横 方 向
5mm 程 度
の条線。

砂粒少ない

外面：に
ぶい褐色 
内面：に
ぶい褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 026ある
が，掲載不適。

5-8 不採用 5-8 （14）
2

163 縄文
土器 深鉢 口縁部

～胴部

復元口径 13.7cm。
砂粒が多く表面が粗
い状態。束状原体に
よる一部強いナデ。

板状の原体
による強い
ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒多く
含む。石英
･結晶片岩。

外面：橙
色
内面：褐
灰色

5-7 なし 5-7

164 縄文
土器 深鉢 口縁部

口縁部端，ユビオサ
エによる緩やかな波
状。爪形文，4カ所
確認。

ナデか。

ざらっとし
た 胎 土，1
～ 3mm 大
の 砂 粒 多
い。石英 ･
長石 ･ 角閃
石。

外面：に
ぶい赤褐
色
内面：に
ぶい赤褐
色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 024あり。 5-3 森

318 5-3 5/10

165 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向主体のハケ状

の条痕。

横 方 向 ナ
デ，中央部
砂 粒 の 乱
れ。

粗い胎土，
1～ 4mmの
砂粒多く含
む。石英 ･
結晶片岩等

外面：褐
色
内面：褐
色

5-5 森
316 5-5

166 縄文
土器 深鉢 胴部

縦方向の茎束状原体
による強い条痕の上
を横に強くナデる。
砂粒移動痕多い。

茎束状原体
による縦方
向のミガキ
風ナデ。

3mm 以 下
の 砂 粒 含
む。

外面：褐
灰色
内面：黒
褐色

5-11 なし 5-11 № 30

167 縄文
土器 深鉢 胴部

横 ･右上がり方向の
茎状束原体による条
痕。

左上がり，
茎状束原体
のミガキ風
ナデ。黒斑。

細粒の砂粒
を含む。

外 面：
褐 灰 色 
内面：黒
褐色

・2点同個体。
・前田 423拓本ある
が不採用。

5-9 
5-10 不採用 5-9 

5-10

168 縄文
土器 深鉢 底部 底径 6.5cm。

洗浄不十分。ナデか。
ミガキ風の
痕跡。

2mm 以 下
の砂粒を多
量に含む。
石英 ･ 結晶
片岩。

外面：灰
黄褐色
内面：灰
白色

5-25 なし 5-25 № 46

169 縄文
土器 深鉢 底部

底径 6.8cm。
丁寧なナデ。底面は
一部ミガキ風痕跡。

横方向ミガ
キ風ナデ。

2mm 以 下
の 砂 粒 含
む。石英。

外面：に
ぶい赤褐
色～灰褐
色
内面：黒
褐色

・5-22～ 24の 5点接
合

5-22 
5-23 
5-24

なし
5-22 
5-23 
5-24

170 縄文
土器 浅鉢 頸部～

肩部

復元肩部径 18.6cm。
表面剥離，横方向ミ
ガキか。肩部やや丸
みを帯びた明瞭な
稜。

横方向ミガ
キ。

1～ 3mmの
砂粒やや多
く含む。結
晶片岩 ･ 石
英 ･雲母。

外面：赤
褐色
内面：に
ぶい赤褐
色

5-2 なし 5-2 № 21

171 縄文
土器 浅鉢 口縁部

～胴部

復元口径 31.0cm。
横方向ミガキ。肩部
明瞭な稜をなす。口
縁端部は丸く仕上げ
る。

横方向ミガ
キ。屈曲部
は沈線状。

砂 粒 少 な
い，雲母。

外面：黒
褐色
内面：暗
褐色

5-1 なし 5-1 № 42

172 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 20.7cm。
口縁端部平坦に仕上
げ，刻目施す。口縁
端よりやや下がった
ところに断面三角形
の凸帯を貼り付け菱
形の刻目施す。横方
向強いナデ。

板状に整え
た原体によ
るやや強い
ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を少
量含む。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 021ある
が，掲載不適。

5-12 不採用 5-12 № 43

173 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 19.2cm。
口縁端部，ユビオサ
エによる緩い波状を
なす。口縁端よりや
や下がった位置に断
面三角形状の凸帯を
貼り付け D字状の刻
目を施す。

ナデか。

ざらついて
粗い胎土。
1 ～ 4 m m
の 砂 粒 多
く含む。結
晶片岩 ･ 泥
岩。

外面：黒
褐色
内面：黒
褐色

・前田 404は拓本の
み掲載，スケッチは
不採用。

5-13 前田
404 5-13 № 21
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

160 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 17.3cm。
口縁端部は平坦に納
める。口頸部ナデ，
細い条線痕が残る。
胴部二枚貝条痕。

口頸部上半
は横方向ミ
ガキ，下半
は粗い横ナ
デ，条線残
る。胴部横
方 向 ケ ズ
リ。

硬 質 の 緻
密な胎土。
2mm 以 下
の 砂 粒 含
む。石英。

外面：に
ぶい黄褐
色
内面：褐
灰～黒褐
色

・他に前田 407スケッ
チあるが，粗雑につ
き不採用。

5-29 
5-30 不採用 5-29 

5-30 № 29

161 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 20.5cm。
口縁端部は丸く仕上
げ，口頸部は 5 ～
6mm幅の横方向ミ
ガキ。頸部に凹線 1
条確認。

3 ～ 6 m m
幅の横方向
ミガキ。

硬 質 な 胎
土。 1 m m
程度の砂粒
含む .石英。

外面：に
ぶい黄褐
色
内面：褐
色

・他に前田 454スケッ
チは粗雑で不採用，
『徳島市史』第一巻拓
本 023あるが，掲載
不適。

5-31 不採用 5-31

162 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 24.8cm。
横方向幅 3mm程度
の条痕，二枚貝原体
か。

横 方 向
5mm 程 度
の条線。

砂粒少ない

外面：に
ぶい褐色 
内面：に
ぶい褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 026ある
が，掲載不適。

5-8 不採用 5-8 （14）
2

163 縄文
土器 深鉢 口縁部

～胴部

復元口径 13.7cm。
砂粒が多く表面が粗
い状態。束状原体に
よる一部強いナデ。

板状の原体
による強い
ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒多く
含む。石英
･結晶片岩。

外面：橙
色
内面：褐
灰色

5-7 なし 5-7

164 縄文
土器 深鉢 口縁部

口縁部端，ユビオサ
エによる緩やかな波
状。爪形文，4カ所
確認。

ナデか。

ざらっとし
た 胎 土，1
～ 3mm 大
の 砂 粒 多
い。石英 ･
長石 ･ 角閃
石。

外面：に
ぶい赤褐
色
内面：に
ぶい赤褐
色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 024あり。 5-3 森

318 5-3 5/10

165 縄文
土器 深鉢 胴部 横方向主体のハケ状

の条痕。

横 方 向 ナ
デ，中央部
砂 粒 の 乱
れ。

粗い胎土，
1～ 4mmの
砂粒多く含
む。石英 ･
結晶片岩等

外面：褐
色
内面：褐
色

5-5 森
316 5-5

166 縄文
土器 深鉢 胴部

縦方向の茎束状原体
による強い条痕の上
を横に強くナデる。
砂粒移動痕多い。

茎束状原体
による縦方
向のミガキ
風ナデ。

3mm 以 下
の 砂 粒 含
む。

外面：褐
灰色
内面：黒
褐色

5-11 なし 5-11 № 30

167 縄文
土器 深鉢 胴部

横 ･右上がり方向の
茎状束原体による条
痕。

左上がり，
茎状束原体
のミガキ風
ナデ。黒斑。

細粒の砂粒
を含む。

外 面：
褐 灰 色 
内面：黒
褐色

・2点同個体。
・前田 423拓本ある
が不採用。

5-9 
5-10 不採用 5-9 

5-10

168 縄文
土器 深鉢 底部 底径 6.5cm。

洗浄不十分。ナデか。
ミガキ風の
痕跡。

2mm 以 下
の砂粒を多
量に含む。
石英 ･ 結晶
片岩。

外面：灰
黄褐色
内面：灰
白色

5-25 なし 5-25 № 46

169 縄文
土器 深鉢 底部

底径 6.8cm。
丁寧なナデ。底面は
一部ミガキ風痕跡。

横方向ミガ
キ風ナデ。

2mm 以 下
の 砂 粒 含
む。石英。

外面：に
ぶい赤褐
色～灰褐
色
内面：黒
褐色

・5-22～ 24の 5点接
合

5-22 
5-23 
5-24

なし
5-22 
5-23 
5-24

170 縄文
土器 浅鉢 頸部～

肩部

復元肩部径 18.6cm。
表面剥離，横方向ミ
ガキか。肩部やや丸
みを帯びた明瞭な
稜。

横方向ミガ
キ。

1～ 3mmの
砂粒やや多
く含む。結
晶片岩 ･ 石
英 ･雲母。

外面：赤
褐色
内面：に
ぶい赤褐
色

5-2 なし 5-2 № 21

171 縄文
土器 浅鉢 口縁部

～胴部

復元口径 31.0cm。
横方向ミガキ。肩部
明瞭な稜をなす。口
縁端部は丸く仕上げ
る。

横方向ミガ
キ。屈曲部
は沈線状。

砂 粒 少 な
い，雲母。

外面：黒
褐色
内面：暗
褐色

5-1 なし 5-1 № 42

172 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 20.7cm。
口縁端部平坦に仕上
げ，刻目施す。口縁
端よりやや下がった
ところに断面三角形
の凸帯を貼り付け菱
形の刻目施す。横方
向強いナデ。

板状に整え
た原体によ
るやや強い
ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を少
量含む。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 021ある
が，掲載不適。

5-12 不採用 5-12 № 43

173 縄文
土器 深鉢 口縁部

復元口径 19.2cm。
口縁端部，ユビオサ
エによる緩い波状を
なす。口縁端よりや
や下がった位置に断
面三角形状の凸帯を
貼り付け D字状の刻
目を施す。

ナデか。

ざらついて
粗い胎土。
1 ～ 4 m m
の 砂 粒 多
く含む。結
晶片岩 ･ 泥
岩。

外面：黒
褐色
内面：黒
褐色

・前田 404は拓本の
み掲載，スケッチは
不採用。

5-13 前田
404 5-13 № 21

湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 92 ― ― 93 ―

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

174 縄文
土器 深鉢 口縁部 

胴部

復元口径 15.2cm。
口縁端部を丸く仕上
げながら深く刻む。
口縁端より下がった
位置に幅広の低い凸
帯を貼り付け，下部
は波状に痕跡が残
る。器面は茎束状の
原体で強くナデる。

横方向に板
状工具によ
るナデ，条
線残る茎束
状原体で強
くナデて，
ミ ガ キ 風
の仕上げ。 
胴 部 は ナ
デ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。石
英 ･ 長 石・
結晶片岩 ･
金雲母。

外面：明
赤褐色
内面：灰
黄褐色

・5-14 と 5-18 は 同
個 体 と み ら れ る。 
・他に前田 417拓本・
前田 456スケッチ・
『徳島市史』第一巻拓
本 022あり。

5-14 
5-18

森
203

5-14 
5-18 № 26

175 縄文
土器 深鉢 口縁部

口縁端部は平坦に整
形し，口縁端よりや
や下がった位置に断
面かまぼこ状凸帯を
貼り付け，C字状の
刻目を施す。器面は
右下がりナデ，丁寧
でミガキ風。下端横
方向ミガキ。

横方向，板
状工具でナ
デ。丁寧で
平滑に仕上
げる。

1mm 程 度
の微砂粒を
含む。雲母。
石英か。

外面：に
ぶい橙色 
内面：明
赤褐色

・他に『徳島市史』
第一巻拓本 020ある
が不採用。

5-15 314
森 5-15

176 縄文
土器 深鉢

胴部
上半 ･
下半

上半は横方向の浅い
条痕，表面平滑。砂
粒痕血カ所。下半は
約 2mm幅縦方向二
枚貝条痕。

上半は右下
が り ミ ガ
キ。下半は
ナデ，方向
不明。黒斑
あり。

1 ～ 3 m m
の 砂 粒 含
む。石英 ･
雲母・結晶
片岩。

外面：橙
色・にぶ
い褐色
内面：に
ぶ い 褐
色・にぶ
い橙色

5-6 
5-16 なし 5-6 

5-16 № 29

177 縄文
土器 深鉢 胴部

ミガキ状条痕（2～
3mm程度），間隔粗
い。

柔らかい原
体によるや
や 強 い ナ
デ。

1 ～ 3 m m
の 砂 粒 含
む。石英。

外面：橙
色
内面：に
ぶい橙色
～褐灰色

5-17 なし 5-17 № 29

178 縄文
土器 深鉢 胴部 茎束状原体によるナ

デ，一部条痕化。 ナデ。
1mm 以 下
の微砂粒含
む。石英。

外面：に
ぶい赤褐
色
内面：に
ぶい赤褐
色

5-19 なし 5-19

179 縄文
土器 深鉢 胴部 ナデ，緩やかな凹凸

あり。

茎束状原体
に よ る ナ
デ。ハケ状
条線やや明
瞭。

3mm 以 下
の 砂 粒 含
む。結晶片
岩・石英。

外面：明
赤褐色～
灰赤色
内面：明
赤褐色

5-20 なし 5-20 （14）
3

180 縄文
土器 深鉢 胴部 砂粒移動痕か。 一部剥離，

ナデか。 － － － 421
前田 － 4/4

181 弥生
土器 甕 体部

下半
表面剥離。ミガキ状
痕跡あり。

縦方向に板
状原体のケ
ズリ。砂粒
移動痕跡顕
著だが，器
面平滑。

1 ～ 4 m m
の 砂 粒 含
む。結晶片
岩・石英。

外面：赤
褐色
内面：に
ぶい赤褐
色

5-21 なし 5-21 4/21
№ 26

表 6　第 3号洞窟貝塚出土石器観察表

番号 遺物内容 形状・長 幅 厚 重量 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

182 石核 安山岩 角錐状
長さ 4.7cm 2.7cm 1.7cm 15g サヌカイト類似安山

岩（中尾同定） 5-26 なし 5-26

183 石核 サヌカイト 板状
長さ 8.8cm 4.7cm 1.4cm 45g 5-27 なし 5-27

表 7　第 3号洞窟貝塚周辺出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

184 土師質
土器 皿

復元口径 9.3cm，底
径 6.2cm。
回転ナデ。底部回転
ヘラ切り。

回転ナデ。

3mm 以 下
の 砂 粒 含
む。石英 ･
赤色。

内外面：
明赤褐色
～にぶい
橙色

・4月 28日第三号洞
窟貝塚前面の木樋周
辺で出土の記事

5-37 なし 5-37
前面
木樋
付近

185 土師質
土器 皿

復元口径 9.0cm，底
径 2.6cm。
回転ナデか。底部ユ
ビオサエ。

回転ナデ
0 . 5 m m 以
下の砂粒含
む。雲母。

外面：明
赤褐色
内面：明
赤褐色

・10 点 接 合（2-1 ①
②・5-33・34・35） 
・4月 28日第三号洞
窟貝塚前面の木樋周
辺で出土の記事

5-33 
5-34 
5-35

なし
5-33 
5-34 
5-35

前面
木樋
付近

186 土師質
土器

高台
付椀

体部
底部

ロクロナデ，高台内
は剥離
高台径 7.5cm

丁寧なロク
ロナデ

1 ～ 2 m m
の砂粒含む

外：灰褐色
内：にぶい
橙色

1-3 なし 1-3
ドルメ
ン北東
隅
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

187 須恵質
土器 甕か 体部 格子目状タタキ痕 横方向ナデ － －

・101注記「第三号洞
窟入口東立岩東平石
ノ東裾」

－ 101
森 － 4/27

188 軒丸瓦 径 13.5cm。小菊文，
20葉。 － － －

・507注記「大正拾壱
年五月第参岩窟附近　
地下　四尺下ヨリ発
見」

－ 507
井上 － 5/* 

前面

189 土師質
土器 皿 復元図化不能。剥離，

判別不能。
丁 寧 な ナ
デ。

8mm 代 の
結晶片岩粒
含む。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい橙色

・4月 28日第三号洞
窟貝塚前面の木樋周
辺で出土の記事あり。

－ － 5-36
前面
木樋
付近

190 土師質
土器 不明

復元図化不能。形状
不明。調整も洗浄不
十分で不詳。

手づくね整
形か。

1 ～ 3 m m
の 砂 粒 含
む。石英等。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい橙色

－ － 5-39 入口

191 木葉 ツバキ － － － －

・「椿ノ葉　石ノ平カ
ナルヲ反シタル時其下
二敷カレアリシモノ」
・4月 22日第三号洞
窟貝塚出土の記事 
・出土状況写真あり。

－ － 5-38 4/22

192 桃核 穿孔，笛か － － －

・512 注記「徳島城
山第三岩窟ヨリ発見　
桃のふゑ」「岩窟前地
下五尺下波され岩ノ
間ノ壱尺中ニアリ」
「上ト同じ音色少し相
違アリ」

－ 512
井上 － 前面

193 金属器 鉄製釘 角釘 － － －

・ 大 正 11 年 4 月 27
日第 3号洞窟貝塚前
面発掘時に藩政期の
木樋・鉄釘発見の記
事。木樋の一部とみ
られる木片もあるが
崩壊して形なさず。

－ － 1-31
前面
木樋
関連

表 8　第 3号洞窟貝塚出土自然遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

194 貝 ウネナシトマ
ヤガイ － （貝種中尾同定） － － 1-21

④

195 獣骨 ウサギ
腰骨
（右寛
骨）

－
・現地で書かれた封筒の注記を人類学教室ラベルより優
先して第 3号洞窟貝塚出土とみなす。1-21の 4点は同じ。 
（佐藤意見）

－ － 1-21
①

196 獣骨 ウサギ 脛骨 － － － － 1-21
②

197 獣骨 ウサギ － － － － 1-21
③

198 獣骨 シカ　上腕骨 － 「鹿　左　上膊骨　下部」 － － 1-28
①

199 獣骨 シカ　上腕骨 － 「鹿　左　上膊骨　下部」 － － 1-28
②

200 獣骨 シカ　 左上
腕骨 － － － 5-28 4/21 

№ 11

201 獣骨 不明 － ・2点接合（1-26①⑤） － － 1-26
①⑤

202 獣骨 不明 椎骨 － － － － 2-2
② ？

203 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「Ⅲ　№ 35」 － － 1-20 4/22 
№ 35

204 獣骨 不明 下顎骨 － － － － 5-39
⑧ 入口

205 獣骨 不明 大腿骨 － （佐藤意見） － － 5-39
⑧ 入口

206 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「徳島城山第 3号岩窟」 － － 2-2
⑤

207 獣骨 不明 － － － － 1-27
②

208 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「徳島城山第 3号岩窟」 － － 2-2
③

209 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「城山 3号岩窟」 － － 2-2
④
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

187 須恵質
土器 甕か 体部 格子目状タタキ痕 横方向ナデ － －

・101注記「第三号洞
窟入口東立岩東平石
ノ東裾」

－ 101
森 － 4/27

188 軒丸瓦 径 13.5cm。小菊文，
20葉。 － － －

・507注記「大正拾壱
年五月第参岩窟附近　
地下　四尺下ヨリ発
見」

－ 507
井上 － 5/* 

前面

189 土師質
土器 皿 復元図化不能。剥離，

判別不能。
丁 寧 な ナ
デ。

8mm 代 の
結晶片岩粒
含む。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい橙色

・4月 28日第三号洞
窟貝塚前面の木樋周
辺で出土の記事あり。

－ － 5-36
前面
木樋
付近

190 土師質
土器 不明

復元図化不能。形状
不明。調整も洗浄不
十分で不詳。

手づくね整
形か。

1 ～ 3 m m
の 砂 粒 含
む。石英等。

外面：に
ぶい橙色 
内面：に
ぶい橙色

－ － 5-39 入口

191 木葉 ツバキ － － － －

・「椿ノ葉　石ノ平カ
ナルヲ反シタル時其下
二敷カレアリシモノ」
・4月 22日第三号洞
窟貝塚出土の記事 
・出土状況写真あり。

－ － 5-38 4/22

192 桃核 穿孔，笛か － － －

・512 注記「徳島城
山第三岩窟ヨリ発見　
桃のふゑ」「岩窟前地
下五尺下波され岩ノ
間ノ壱尺中ニアリ」
「上ト同じ音色少し相
違アリ」

－ 512
井上 － 前面

193 金属器 鉄製釘 角釘 － － －

・ 大 正 11 年 4 月 27
日第 3号洞窟貝塚前
面発掘時に藩政期の
木樋・鉄釘発見の記
事。木樋の一部とみ
られる木片もあるが
崩壊して形なさず。

－ － 1-31
前面
木樋
関連

表 8　第 3号洞窟貝塚出土自然遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

194 貝 ウネナシトマ
ヤガイ － （貝種中尾同定） － － 1-21

④

195 獣骨 ウサギ
腰骨
（右寛
骨）

－
・現地で書かれた封筒の注記を人類学教室ラベルより優
先して第 3号洞窟貝塚出土とみなす。1-21の 4点は同じ。 
（佐藤意見）

－ － 1-21
①

196 獣骨 ウサギ 脛骨 － － － － 1-21
②

197 獣骨 ウサギ － － － － 1-21
③

198 獣骨 シカ　上腕骨 － 「鹿　左　上膊骨　下部」 － － 1-28
①

199 獣骨 シカ　上腕骨 － 「鹿　左　上膊骨　下部」 － － 1-28
②

200 獣骨 シカ　 左上
腕骨 － － － 5-28 4/21 

№ 11

201 獣骨 不明 － ・2点接合（1-26①⑤） － － 1-26
①⑤

202 獣骨 不明 椎骨 － － － － 2-2
② ？

203 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「Ⅲ　№ 35」 － － 1-20 4/22 
№ 35

204 獣骨 不明 下顎骨 － － － － 5-39
⑧ 入口

205 獣骨 不明 大腿骨 － （佐藤意見） － － 5-39
⑧ 入口

206 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「徳島城山第 3号岩窟」 － － 2-2
⑤

207 獣骨 不明 － － － － 1-27
②

208 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「徳島城山第 3号岩窟」 － － 2-2
③

209 獣骨 不明 － ・小片だが注記あり「城山 3号岩窟」 － － 2-2
④
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

210 縄文
土器 深鉢 口縁部

口縁端部，刻目あり。
横方向のナデによる
稜線を表現。

・『徳毎』4月 24日付前田スケッチ 002と同じ。 － 402
前田

402
前田

211 縄文
土器 浅鉢 頸部か 屈曲する頸部か。稜

線を実戦で表現。 ・粗いスケッチ，大きさ不明。 － 455
前田

455
前田 № 41

212 石器 石斧か 刃部にあたる部分欠
損。 ・粗いスケッチ，大きさ不明。 － 480

前田
480
前田

213 貝 不明 － ・輪郭だけの粗いスケッチ。大きさ不明。ハマグリやヤマ
トシジミを描いたものか。 －

438・
439・
440
前田

438・
439・
440
前田

表 9　第 4号遺跡出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

214 縄文
土器 深鉢 口縁部

断面蒲鉾状の凸帯に
Ｄ字状の刻目を施
す。

－ － －
・前田注記「第四号
遺跡　箍（たが）　切
欠ぎ  Ⅳ」

－ 418
前田 －

215 須恵器 甕か 体部 タタキ痕とみられ
る。

乱れている
が，青海波
紋状の当て
具 の 痕 跡
か。

－ －

・他に井上 519拓本あ
り。注記に「波され
大岩ノ最上部中石ノ
下　木ノ葉ノ土とナ
リタル中壱尺五寸下」

－ 202
森 － 5/1

216 陶器 こね鉢 口縁～
体部 ロクロナデか。 ロクロナデ

か。 － －

・東播系か
・他に井上 518拓本
あり。注記に「徳島
城山自然石棺跡ヨリ
採集セシ祝部土器 参
種　　 大 波 さ れ 石
ノ上部大石ノ間木ノ
葉土ニナリタルモ
ノ弐尺下ヨリ発見」 
・井上 518断面スケッ
チのみ採用。

－

201
森 
518
井上
（断面）

－

217 陶器 すり鉢 体部 ナデか。 6本単位の
擂り目 － －

・他に井上 520拓本
あり。注記は「自然
石棺ノ向テ左写真ノ
端アル立チタル石ノ
下三尺下ヨリ発見」

－ 204
森 － 5/12

218 須恵質
土器 壺か 体部 格子状文と円形文の

陽刻 ナデか。 － － ・井上氏発見 － 208
森 － 5/11

219 土師質
土器 羽釜 口縁～

体部

口縁端部やや下方に
鍔を付け，円形の刻
目，体部はタタキ痕

横ナデ。 － － ・播磨型羽釜
・井上氏発見 － 206

森 － 5/9

220 土師質
土器か 甕か 体部 横方向のハケ状の条

線。

右下がりハ
ケ 状 の 条
線。

－ － ・井上氏発見 － 205
森 － 5/9

221 土師質
土器か 甕か 体部 横 ･斜めのハケ状の

条線。 － － － － 408
前田 －

222 土師質
土器か 甕か 体部 横・斜めのハケ状の

条線。 － － －
・他に前田 419拓本あ
り。注記は「第四号遺
跡　弥生式土器　Ⅳ」

－ 207
森 －

223 軒丸瓦 矢車文，12葉。
・「第四号自然石棺跡　
大波され岩四尺地下
ヨリ発見」

－ 509
井上 － 5/*

表 10　旧龍王宮大楠下出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

224 軒丸瓦 小菊文，15葉。 － － －

・注記「旧豊玉比賣
神社跡　　波され岩
ノ所地下四尺下ヨリ
発見」

－ 508
井上 － 5/7

225 硯か 円盤形
円盤状の硯。中央に
陸，周辺が海になっ
ている。

ゆるい凹凸
を平滑に仕
上げる。

－ －
・注記「徳島城山豊
玉比賣神社跡地下四
尺下発見」

－ 510
井上 － 5/7

226 土師質
土器 不明 細かい凹凸の多い粗

い仕上げ。
表 面 剥 離
か。

1 ～ 2 m m
の砂粒を含
む。精鋭等。

外面：に
ぶい黄橙
色
内面：に
ぶい黄橙
色

・2点接合実測不可能 － － 1-16
⑤
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

227 貝
サルボウまた
はクイチガイ
サルボウ

－ － － －

・二枚貝の一対が揃
わないとサルボウか
クイチガイサルボウ
かの同定はできない
（中尾同定）

－ － 1-16
③

228 貝 ハマグリ － － － － （中尾同定） － － 1-16
②

229 貝

イケチョウガ
イ（淡水産）
またはイシガ
イの仲間

－ － － － （中尾同定） － － 1-16
①

230 貝 イボニシか － － － － （中尾同定） － － 1-16
④

表 11　城山山頂出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

231 土師器 壺 口縁～
体部

口径 12.6cm。口縁部
はわずかに外反して
立ち上がる。端部は
丸く仕上げる。口縁
～頸部は横方向に強
いナデ，条線残る。
体部は縦ハケ後丁寧
なナデ。

口縁部は横
方向の強い
ナデ，頸部
強くナデ，
稜が残る。
体部ユビオ
サエ痕が多
数残る。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
量に含む。
砂 岩 ･ 石
英。

外面：に
ぶい黄橙
色，黒斑
あり。
内面：に
ぶい橙色

・城山山頂で，埴輪
とともに発見された
可能性が高い。

3-2 なし 3-2

232 埴輪 円筒

復元径 19.0cm 縦ハ
ケ。断面台形のタガ
の両縁を強くナデ
る。

ユ ビ オ サ
エ，ナデ。

1mm 以 下
の微細な砂
粒を多く含
む。結晶片
岩 ･雲母。

外面：橙
色
内面：明
褐色

城山山頂ニテ発見埴
輪円筒及楯型大正
十一年十一月二十一
日　　鳥居博士採集

3-1
① なし 3-1

① 11/21

233 埴輪 盾形 ナデ。浅い沈線によ
る文様。

ナデか，表
面剥離で明
瞭でない。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩・石英。

外面：明
赤褐色
内面：橙
色

城山山頂ニテ発見埴
輪円筒及楯型大正
十一年十一月二十一
日　　鳥居博士採集

3-1
② なし 3-1

② 11/21

表 12　城山における出土地点不明土器観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

234 縄文
土器　 深鉢 肩部か 平行沈線 2条。横方

向ミガキ。
ミガキ風ナ
デ

1 ～ 4 m m
の 砂 粒 含
む。砂岩 ･
結晶片岩。

外面：灰
褐色
内面：に
ぶい橙色

1-17
④ － 1-17

④

235 縄文
土器 深鉢 胴部

横方向に二枚貝条痕
と巻き貝条痕交錯し
ながら施す。

ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
雲母。

外面：灰
黄褐色
内面：に
ぶい黄褐
色

5-39
⑥ なし 5-39

⑥

236 土師質
土器 体部 6本 /1.1cm程度のタ

テハケ ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。結
晶片岩・石
英。

外面：灰
赤色
内面：明
赤褐色

5-39
⑦ なし 5-39

⑦

表 13　城山における出土地点不明石器観察表

番号 遺物内容 形状・長 幅 厚 重量 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

237 石鏃 サヌカイト 凹基無茎，先端欠。
長さ（2.1）cm 2.0cm 0.5cm （2）g ・収納封筒注記「城

山貝塚？（ナラン）」
5-41
⑥ なし 5-41

⑥

238 石鏃 サヌカイト
平基無茎，先端・片
脚 欠。 長 さ（2.6）
cm

（2.1）cm 0.6cm （3）g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑦ なし 5-41

⑦

239 石錐か 頁岩か 長さ 3.4cm 1.9cm 0.6cm 4g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑧ なし 5-41

⑧

240 剥片 頁岩か 長さ 3.4cm 3.2cm 1.0cm 10g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑨ なし 5-41

⑨
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番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓 本
スケッチ 写真 発見日等

227 貝
サルボウまた
はクイチガイ
サルボウ

－ － － －

・二枚貝の一対が揃
わないとサルボウか
クイチガイサルボウ
かの同定はできない
（中尾同定）

－ － 1-16
③

228 貝 ハマグリ － － － － （中尾同定） － － 1-16
②

229 貝

イケチョウガ
イ（淡水産）
またはイシガ
イの仲間

－ － － － （中尾同定） － － 1-16
①

230 貝 イボニシか － － － － （中尾同定） － － 1-16
④

表 11　城山山頂出土遺物観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

231 土師器 壺 口縁～
体部

口径 12.6cm。口縁部
はわずかに外反して
立ち上がる。端部は
丸く仕上げる。口縁
～頸部は横方向に強
いナデ，条線残る。
体部は縦ハケ後丁寧
なナデ。

口縁部は横
方向の強い
ナデ，頸部
強くナデ，
稜が残る。
体部ユビオ
サエ痕が多
数残る。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
量に含む。
砂 岩 ･ 石
英。

外面：に
ぶい黄橙
色，黒斑
あり。
内面：に
ぶい橙色

・城山山頂で，埴輪
とともに発見された
可能性が高い。

3-2 なし 3-2

232 埴輪 円筒

復元径 19.0cm 縦ハ
ケ。断面台形のタガ
の両縁を強くナデ
る。

ユ ビ オ サ
エ，ナデ。

1mm 以 下
の微細な砂
粒を多く含
む。結晶片
岩 ･雲母。

外面：橙
色
内面：明
褐色

城山山頂ニテ発見埴
輪円筒及楯型大正
十一年十一月二十一
日　　鳥居博士採集

3-1
① なし 3-1

① 11/21

233 埴輪 盾形 ナデ。浅い沈線によ
る文様。

ナデか，表
面剥離で明
瞭でない。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。結晶片
岩・石英。

外面：明
赤褐色
内面：橙
色

城山山頂ニテ発見埴
輪円筒及楯型大正
十一年十一月二十一
日　　鳥居博士採集

3-1
② なし 3-1

② 11/21

表 12　城山における出土地点不明土器観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

234 縄文
土器　 深鉢 肩部か 平行沈線 2条。横方

向ミガキ。
ミガキ風ナ
デ

1 ～ 4 m m
の 砂 粒 含
む。砂岩 ･
結晶片岩。

外面：灰
褐色
内面：に
ぶい橙色

1-17
④ － 1-17

④

235 縄文
土器 深鉢 胴部

横方向に二枚貝条痕
と巻き貝条痕交錯し
ながら施す。

ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英 ･
雲母。

外面：灰
黄褐色
内面：に
ぶい黄褐
色

5-39
⑥ なし 5-39

⑥

236 土師質
土器 体部 6本 /1.1cm程度のタ

テハケ ナデ。

1 ～ 3 m m
の砂粒を多
く含む。結
晶片岩・石
英。

外面：灰
赤色
内面：明
赤褐色

5-39
⑦ なし 5-39

⑦

表 13　城山における出土地点不明石器観察表

番号 遺物内容 形状・長 幅 厚 重量 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

237 石鏃 サヌカイト 凹基無茎，先端欠。
長さ（2.1）cm 2.0cm 0.5cm （2）g ・収納封筒注記「城

山貝塚？（ナラン）」
5-41
⑥ なし 5-41

⑥

238 石鏃 サヌカイト
平基無茎，先端・片
脚 欠。 長 さ（2.6）
cm

（2.1）cm 0.6cm （3）g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑦ なし 5-41

⑦

239 石錐か 頁岩か 長さ 3.4cm 1.9cm 0.6cm 4g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑧ なし 5-41

⑧

240 剥片 頁岩か 長さ 3.4cm 3.2cm 1.0cm 10g ・収納封筒注記「城
山貝塚？（ナラン）」

5-41
⑨ なし 5-41

⑨
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表 14　城山における出土地点不明遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真

発見
日等

241 縄文
土器 鉢か 口縁部

口縁端部はやや丸み
をもたせ，外縁に
楕円形の刻目。胴部
RL縄文と LR縄文が
交錯する。一部沈線。

口縁端部直
下に 1条の
沈線。

－ － － 211
森 －

242 縄文
土器 鉢か 口縁部

口縁端部は丸く仕上
げる。2条の沈線間
に爪形の刻目。胴部
は縄文または右下が
り条痕。

横 方 向 ナ
デ。 － － － 213

森 －

243 縄文
土器 浅鉢 口縁部

口縁端部は丸く，直
下に 2 条の太い凹
線。端部に刻みか。

ミガキか。
沈線状の痕
跡 も 見 え
る。

－ － － 107
森 －

244 縄文
土器 鉢か 胴部

口縁端部か，破断面
かは不明。横方向条
痕。

剥 離 状 態
か，乱れた
痕跡。

－ － － 220
森 －

245 縄文
土器 浅鉢 肩部

肩部に沈線を施し，
上端角に D字型の刻
目。

ミガキか。 － － － 210
森 －

246 縄文
土器か 深鉢か 底部 平滑。 － － － － 218

森 －

247 縄文
土器か 深鉢か 底部 平滑。 － － － － 219

森 －

248 石器 石錘
長楕円形，両端打ち
欠き。
長さ 13.0cm

幅 9.1cm － － 「写真」図 95a，注記
「網ノオモリ石」 － 215

森 －

249 貝 ハマグリ － － － － 紙片に貝種注記。
（中尾同定） － － 5-39

②

250 貝 ハマグリ － － － － （中尾同定） － － 1-17
②

251 貝 ハマグリ 復縁部破損 － － － （中尾同定） － － 1-17
①

252 貝 アサリ － － － － 紙片に貝種注記 － － 5-39
③

253 貝 カキ － － － － 紙片に貝種注記 － － 5-39
①

254 貝 ヤマトシジミ － － － － （中尾同定） － － 1-17
①

255 貝 ヤマトシジミ － － － － （中尾同定） － － 1-17
①

256 貝 サザエ － － － － 紙片に貝種注記 － － 5-39
④

257 貝 バイ － － － － 紙片に貝種注記 － － 5-39
⑤

258 弥生式
土器 甕 体部 線状の列点文 － － － 粗いスケッチ，大き

さ不明。 － 458
前田

458 
前田

259 石器 石鍬か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 478

前田
478 
前田

260 石器 石鍬か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 468

前田
468 
前田

261 石器 石鍬か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 479

前田
479 
前田

262 石器 棒状敲石 － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 481

前田
481 
前田

263 石器か 棒状敲石か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 469

前田
469 
前田

264 石器か 棒状敲石か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 475

前田
475 
前田

265 石器か 棒状敲石か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 474

前田
474 
前田

266 石器 石鍬か 刃部 － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 460

前田
460 
前田

267 石器 石庖丁か － － － － 粗いスケッチ，大き
さ不明。 － 459

前田
459 
前田
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表 15　城山以外の地点採集遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真 出土地 発見

日等

268 土製品 土錘 管状
土錘

紡錘形，長さ（4.7）
cm，径 1.4cm，孔
径 0.5cm× 0.4cm，
重さ（9）g

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英等。

褐灰色 ・前田 444スケッチ
あるが不採用。

5-41
④ 不採用 5-41

④ 加茂名町 大安
寺前

269 土製品 土錘 管状
土錘

紡錘形，長さ（2.9）
cm，径 1.4cm，孔径
0.5cm，重さ（6）g

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英等。

にぶい黄
橙色

・前田 445スケッチ
あるが不採用。

5-41
④ 不採用 5-41

④ 加茂名町 大安
寺前

270 瓦質
土器 羽釜 脚部 長さ（15.0）cm，

径 3.2～ 2.3cm

・ 名 東 郡 加 茂 名
町 字 蔵 本 城 ノ
内　八坂社裏鉄道
線 路 ノ 北　 お 船
戸サン前田圃中 
・前田 441スケッチ
「土器の鼎形三脚と
笠井新也父子発表　　
名東郡加茂名町城
ノ内　大正八年五
月
前田正一　軟き祝
部　■と瓦の如し」

－ 441
前田

2-6
① 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正
8年
5月

271 土師質
土器 羽釜 脚部 長さ（9.0）cm，

径 4.5～ 3.2cm

・遺物注記「大正
十一年三月廿七日　
名東郡加茂名町字
蔵本城ノ内　鉄道
線路ノ北　前田氏」

－ － 2-6
② 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/27

272 土師質
土器 羽釜 脚部 長さ（6.5）cm，

径 2.8～ 2.2cm

・遺物注記「名東
郡加茂名町字蔵本
城ノ内　大正十一
年三月二十六日」 
・前田 442スケッチ
には「弥生式把手」
注記あり。

－ 442
前田

2-6
③ 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/26

273 土製品 不明
・前田 443スケッチ
に「三月二十七日」
注記あり。

－ 443
前田

2-6
④ 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/27

274 須恵質
土器 甕

口縁
～
体部

復元口径 35.4cm。
口縁端部は丸く仕
上げる。口縁部は
縦ハケ後横方向に
強いナデ。頸部強
いナデ。縦ハケ後
横方向ナデ，縦ハ
ケ痕跡残る。

1.1cm 幅 に
7本のハケ
を横方向に
施す。口縁
端部 ･ 頸部
に明瞭な稜
をなす。

硬質の土師
質 土 器。1
～ 3mm の
砂 粒 を 含
む。

外面：黒
褐色（煤
付 着 ） 
内面：に
ぶい黄褐
色

・大正 11 年 5 月
4 日 弘 誓 寺 貝 塚
調査の記事参照。 
・吉備系鍋，または
甕（川西遺跡類例）。

1-32
① なし 1-32

①
弘誓寺
裏貝塚

275 陶器か 椀
口縁
～
底部

高台付椀。 － － －

・井上注記「城山
外ノ土器　助任町
弘誓寺裏ヨリ発見
シタル土器　上部，
底，総寸」

－ 521
井上 － 弘誓寺

裏貝塚

276 陶器 椀
口縁
～
底部

高台付椀。 － － － ・同上 － 522
井上 － 弘誓寺

裏貝塚

277

剥片 チャ－ト

 
・『日日』大正 11年
3月 28日付記事に
ある前田が大学に
寄贈した遺物リス
トと大半が符合（大
正 3年～ 10年採集）

－ －
1-33 
（1）
①

八万村

市原
慈眼
庵丘
上

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（1）
②

須恵器 杯身 口縁
部 櫛描波状文 － －

1-33 
（1）
③

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（1）
④

上八万村 字山
ノ上

278 剥片 サヌカイト － －
1-33 
（2）
①

八万村 恵解山

279

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（3）
① 香川県

三豊郡

勝間村
道音寺
大正 10年

11/6石庖丁 サヌカイト － －
1-33 
（3）
②
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表 15　城山以外の地点採集遺物等観察表

番号 遺物内容 形状・外面 内面 胎土 色調 備　　　考 実測 拓本
スケッチ 写真 出土地 発見

日等

268 土製品 土錘 管状
土錘

紡錘形，長さ（4.7）
cm，径 1.4cm，孔
径 0.5cm× 0.4cm，
重さ（9）g

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英等。

褐灰色 ・前田 444スケッチ
あるが不採用。

5-41
④ 不採用 5-41

④ 加茂名町 大安
寺前

269 土製品 土錘 管状
土錘

紡錘形，長さ（2.9）
cm，径 1.4cm，孔径
0.5cm，重さ（6）g

1 ～ 3 m m
の砂粒を含
む。石英等。

にぶい黄
橙色

・前田 445スケッチ
あるが不採用。

5-41
④ 不採用 5-41

④ 加茂名町 大安
寺前

270 瓦質
土器 羽釜 脚部 長さ（15.0）cm，

径 3.2～ 2.3cm

・ 名 東 郡 加 茂 名
町 字 蔵 本 城 ノ
内　八坂社裏鉄道
線 路 ノ 北　 お 船
戸 サ ン 前 田 圃 中 
・前田 441スケッチ
「土器の鼎形三脚と
笠井新也父子発表　　
名東郡加茂名町城
ノ内　大正八年五
月
前田正一　軟き祝
部　■と瓦の如し」

－ 441
前田

2-6
① 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正
8年
5月

271 土師質
土器 羽釜 脚部 長さ（9.0）cm，

径 4.5～ 3.2cm

・遺物注記「大正
十一年三月廿七日　
名東郡加茂名町字
蔵本城ノ内　鉄道
線路ノ北　前田氏」

－ － 2-6
② 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/27

272 土師質
土器 羽釜 脚部 長さ（6.5）cm，

径 2.8～ 2.2cm

・遺物注記「名東
郡加茂名町字蔵本
城ノ内　大正十一
年三月二十六日」 
・前田 442スケッチ
には「弥生式把手」
注記あり。

－ 442
前田

2-6
③ 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/26

273 土製品 不明
・前田 443スケッチ
に「三月二十七日」
注記あり。

－ 443
前田

2-6
④ 加茂名町

蔵本
城ノ内
大正 11年

3/27

274 須恵質
土器 甕

口縁
～
体部

復元口径 35.4cm。
口縁端部は丸く仕
上げる。口縁部は
縦ハケ後横方向に
強いナデ。頸部強
いナデ。縦ハケ後
横方向ナデ，縦ハ
ケ痕跡残る。

1.1cm 幅 に
7本のハケ
を横方向に
施す。口縁
端部 ･ 頸部
に明瞭な稜
をなす。

硬質の土師
質 土 器。1
～ 3mm の
砂 粒 を 含
む。

外面：黒
褐色（煤
付 着 ） 
内面：に
ぶい黄褐
色

・大正 11 年 5 月
4 日 弘 誓 寺 貝 塚
調査の記事参照。 
・吉備系鍋，または
甕（川西遺跡類例）。

1-32
① なし 1-32

①
弘誓寺
裏貝塚

275 陶器か 椀
口縁
～
底部

高台付椀。 － － －

・井上注記「城山
外ノ土器　助任町
弘誓寺裏ヨリ発見
シタル土器　上部，
底，総寸」

－ 521
井上 － 弘誓寺

裏貝塚

276 陶器 椀
口縁
～
底部

高台付椀。 － － － ・同上 － 522
井上 － 弘誓寺

裏貝塚

277

剥片 チャ－ト

 
・『日日』大正 11年
3月 28日付記事に
ある前田が大学に
寄贈した遺物リス
トと大半が符合（大
正 3年～ 10年採集）

－ －
1-33 
（1）
①

八万村

市原
慈眼
庵丘
上

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（1）
②

須恵器 杯身 口縁
部 櫛描波状文 － －

1-33 
（1）
③

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（1）
④

上八万村 字山
ノ上

278 剥片 サヌカイト － －
1-33 
（2）
①

八万村 恵解山

279

剥片 サヌカイト － －
1-33 
（3）
① 香川県

三豊郡

勝間村
道音寺
大正 10年

11/6石庖丁 サヌカイト － －
1-33 
（3）
②
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表 16　仮番号（上）と報告番号（下）対照表

（凡例）
　・ 仮番号資料の本稿（下）における扱いを報告番号を各欄に記入して示した。
　・ 非掲載欄の記載番号は，報告番号と同個体であるが，重複などにより仮番号資料を使用していないという意味である。
　・ 非掲載欄の×印は不使用 ･非掲載を表し，理由は備考欄に記した。
　・写真欄の＊印はスケッチ図の写真を掲載したもの

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
001 159 （上）図 1に掲載

002 *210 （上）図 1に掲載

003 51 （上）図 1に掲載

004 38 （上）図 10に掲載

005 45 （上）図 10に掲載

006 × （上） 図 11･ ｢写真」図 89・91に掲載

007 51 （上）図 11に掲載

008 159 （上）図 11に掲載

009 107 （上）図 11に掲載

010 × （上） 図 11に掲載，本写真既公表扱い

011 34 （上）図 12に掲載

012 × （上） 図 12に掲載，本拓本既公表扱い

013 38 （上）図 12に掲載

014 45 （上）図 12に掲載

015 × （上） 図 12に掲載，本拓本既公表扱い

016 51 （上）図 13に掲載

017 159 （上）図 13に掲載

018 38 （上）図 13に掲載

019 × （上） 図 14に掲載，佐宗ほか 2020参照

020 175 （上）図 15に掲載

021 172 （上）図 15に掲載

022 174 （上）図 15に掲載

023 161 （上）図 15に掲載

024 164 （上）図 15に掲載

025 158 （上）図 15に掲載

026 162 （上）図 15に掲載

027 × （上） 図 15に掲載，城山出土か疑問

1-1 52 52
1-2 ① 56 56
1-2 ② 53 53
1-3 186 186 4点接合

1-4 ① × 小片につき不採用

1-4 ② × 小片につき不採用

1-4 ③ 57 57
1-5 ① 59 59
1-5 ② 60 小片につき実測省略

1-5 ③ 61 小片につき実測省略

1-6 58 58
1-7 47 47
1-8 51 51
1-9 55 55
1-10 50 50
1-11 40 40
1-12 ① 48 48
1-12 ② 42 42
1-12 ③ 46 46 1-12③⑭⑮接合

1-12 ④ 49 49
1-12 ⑤ 35 35
1-12 ⑥ 36 36
1-12 ⑦ 37 37

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
1-12 ⑧ 38 38
1-12 ⑨ 41 41
1-12 ⑩ 31 31
1-12 ⑪ 39 39
1-12 ⑫ 54 54
1-12 ⑬ 34 34
1-12 ⑭ 46 46 1-12③⑭⑮接合

1-12 ⑮ 46 46 1-12③⑭⑮接合

1-13 43 43
1-14 33 33
1-15 30 30
1-16 ① 229
1-16 ② 228
1-16 ③ 227
1-16 ④ 230
1-16 ⑤ 226 2点接合

1-17 ① 251/254/255 3点個別掲載

1-17 ② 250
1-17 ③ × 小片につき不採用

1-17 ④ 234 234
1-17 ⑤ × 小片につき不採用

1-18 129/130 2点個別掲載

1-19 128
1-20 203
1-21 ① 195
1-21 ② 196
1-21 ③ 197
1-21 ④ 194
1-22 127
1-23 ① × 小片につき不採用

1-23 ② × 小片につき不採用

1-23 ③ 148
1-23 ④ 147
1-24 ① 32 32
1-24 ② 140
1-25 ① 146
1-25 ② 150
1-25 ③ 141
1-25 ④ 149
1-25 ⑤ 138
1-26 ① 201 1-26①⑤接合

1-26 ② × 小片につき不採用

1-26 ③ × 小片につき不採用

1-26 ④ × 小片につき不採用

1-26 ⑤ 201 1-26①⑤接合

1-26 ⑥ × 小片につき不採用

1-26 ⑦ × 小片につき不採用

1-26 ⑧ × 小片につき不採用

1-26 ⑨ × 小片につき不採用

1-27 ① × 小片につき不採用



湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 100 ― ― 101 ―

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
1-27 ② 207
1-28 ① 198
1-28 ② 199
1-29 × 崩壊して形がない

1-30 ① 114 114
1-30 ② 112 112
1-30 ③ 115 115
1-30 ④ 113 113
1-30 ⑤ 118 118
1-30 ⑥ 109 109
1-30 ⑦ 106 106
1-30 ⑧ 107 107
1-30 ⑨ 122 122
1-30 ⑩ 44 44
1-30 ⑪ 45 45
1-31 193
1-32 ① 274 274
1-32 ② 126
1-33 （1） 277
1-33 （2） 278
1-33 （3） 279
2-1 ① × 小片につき不採用

2-1 ② × 小片につき不採用

2-2 ① × 崩壊して形がない

2-2 ② 202
2-2 ③ 208
2-2 ④ 209
2-2 ⑤ 206
2-2 ⑥ × 自然の転石

2-3 ①～
㉑ ×

ラベル類は除外

2-4 × 半紙と無地封筒

2-5 ① 117 117
2-5 ② 116 116
2-6 ① 270
2-6 ② 271
2-6 ③ 272
2-6 ④ 273
3-1 ① 232 232
3-1 ② 233 233
3-2 231 231
3-3 × 土塊，採集地不明

3-4 × 土器等の墨書サンプルメモ

4-1 ① 123 123
4-1 ② 124 124
5-1 171 171
5-2 170 170
5-3 164 164
5-4 158 158
5-5 165 165
5-6 176 176
5-7 163 163
5-8 162 162
5-9 167 167 5-9/10同個体

5-10 167 167 5-9/10同個体

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
5-11 166 166
5-12 172 172
5-13 173 173
5-14 174 174
5-15 175 175
5-16 176 176
5-17 177 177
5-18 174 174
5-19 178 178
5-20 179 179
5-21 181 181
5-22 169 169 5-22/23/24同個体

5-23 169 169 5-22/23/24同個体

5-24 169 169 5-22/23/24同個体

5-25 168 168
5-26 182 182
5-27 183 183
5-28 200
5-29 160 160 5-29/30同個体

5-30 160 160 5-29/30同個体

5-31 161 161
5-32 159 159
5-33 185 185 5-33/34/35同個体

5-34 185 185 5-33/34/35同個体

5-35 185 185 5-33/34/35同個体

5-36 189
5-37 184 184
5-38 191 出土写真も掲載

5-39 ① 253
5-39 ② 249
5-39 ③ 252
5-39 ④ 256
5-39 ⑤ 257
5-39 ⑥ 235 235
5-39 ⑦ 236 236
5-39 ⑧ 204/205 2点個別掲載

5-39 ⑨ 190
5-40 ① 120 120
5-40 ② 108 108
5-40 ③ 105 105
5-40 ④ 110 110
5-40 ⑤ 121 121
5-41 ① 137
5-41 ② 131/132/133 3点個別掲載

5-41 ③ 134/135/136 3点個別掲載

5-41 ④ 268/269 2点個別掲載

5-41 ⑤ × 小片につき不採用

5-41 ⑥ 237 237
5-41 ⑦ 238 238
5-41 ⑧ 239 239
5-41 ⑨ 240 240
5-42 ① 139
5-42 ② 142/143 2点個別掲載

5-42 ③ 104 104
5-42 ④ 145
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仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
1-27 ② 207
1-28 ① 198
1-28 ② 199
1-29 × 崩壊して形がない

1-30 ① 114 114
1-30 ② 112 112
1-30 ③ 115 115
1-30 ④ 113 113
1-30 ⑤ 118 118
1-30 ⑥ 109 109
1-30 ⑦ 106 106
1-30 ⑧ 107 107
1-30 ⑨ 122 122
1-30 ⑩ 44 44
1-30 ⑪ 45 45
1-31 193
1-32 ① 274 274
1-32 ② 126
1-33 （1） 277
1-33 （2） 278
1-33 （3） 279
2-1 ① × 小片につき不採用

2-1 ② × 小片につき不採用

2-2 ① × 崩壊して形がない

2-2 ② 202
2-2 ③ 208
2-2 ④ 209
2-2 ⑤ 206
2-2 ⑥ × 自然の転石

2-3 ①～
㉑ ×

ラベル類は除外

2-4 × 半紙と無地封筒

2-5 ① 117 117
2-5 ② 116 116
2-6 ① 270
2-6 ② 271
2-6 ③ 272
2-6 ④ 273
3-1 ① 232 232
3-1 ② 233 233
3-2 231 231
3-3 × 土塊，採集地不明

3-4 × 土器等の墨書サンプルメモ

4-1 ① 123 123
4-1 ② 124 124
5-1 171 171
5-2 170 170
5-3 164 164
5-4 158 158
5-5 165 165
5-6 176 176
5-7 163 163
5-8 162 162
5-9 167 167 5-9/10同個体

5-10 167 167 5-9/10同個体

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
5-11 166 166
5-12 172 172
5-13 173 173
5-14 174 174
5-15 175 175
5-16 176 176
5-17 177 177
5-18 174 174
5-19 178 178
5-20 179 179
5-21 181 181
5-22 169 169 5-22/23/24同個体

5-23 169 169 5-22/23/24同個体

5-24 169 169 5-22/23/24同個体

5-25 168 168
5-26 182 182
5-27 183 183
5-28 200
5-29 160 160 5-29/30同個体

5-30 160 160 5-29/30同個体

5-31 161 161
5-32 159 159
5-33 185 185 5-33/34/35同個体

5-34 185 185 5-33/34/35同個体

5-35 185 185 5-33/34/35同個体

5-36 189
5-37 184 184
5-38 191 出土写真も掲載

5-39 ① 253
5-39 ② 249
5-39 ③ 252
5-39 ④ 256
5-39 ⑤ 257
5-39 ⑥ 235 235
5-39 ⑦ 236 236
5-39 ⑧ 204/205 2点個別掲載

5-39 ⑨ 190
5-40 ① 120 120
5-40 ② 108 108
5-40 ③ 105 105
5-40 ④ 110 110
5-40 ⑤ 121 121
5-41 ① 137
5-41 ② 131/132/133 3点個別掲載

5-41 ③ 134/135/136 3点個別掲載

5-41 ④ 268/269 2点個別掲載

5-41 ⑤ × 小片につき不採用

5-41 ⑥ 237 237
5-41 ⑦ 238 238
5-41 ⑧ 239 239
5-41 ⑨ 240 240
5-42 ① 139
5-42 ② 142/143 2点個別掲載

5-42 ③ 104 104
5-42 ④ 145

湯浅　利彦 徳島市城山貝塚発掘調査の復元的研究（下）

― 100 ― ― 101 ―

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
303 68
304 38
305 74
306 45
307 38 重複，不採用

308 69
309 91
310 92
311 74 重複，不採用

312 99
313 32
314 175
315 89
316 165
317 85 重複，不採用

318 164
319 79
320 75
321 125
322 47
323 44
324 50
325 94
326 158
327 119
328 110
329 37
330 65
331 72
332 66
333 119
334 77
335 70
336 86 重複，不採用

337 80
338 35
339 68 重複，不採用

340 93
341 46 重複，不採用

342 86
343 83
344 75
345 30
346 34
347 81
348 90
349 73
350 104
351 49
352 36
353 42
354 39
401 159 重複，不採用

402 *210
403 51 重複，不採用

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
5-42 ⑤ 144
5-42 ⑥ 111 111
5-43 × 所在有無不明

101 187
102 48
103 71
104 76
105 88
106 85
107 243
108 100/101/103 3点個別掲載

109 102
110 100/101/103 重複，不採用

111 102 重複，不採用

112 48 重複，不採用

113 71 重複，不採用

114 88 重複，不採用

115 87
116 21
117 84
201 216
202 215
203 174
204 217
205 220
206 219
207 222
208 218
209 64
210 245
211 241
212 63
213 242
214 62
215 248
216 7
217 3
218 246
219 247
220 244
221 16
222 9
223 19
224 14
225 15
226 12
227 20
228 13
229 17
230 4
231 18
232 11 重複，不採用

233 8
301 51
302 78
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仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
404 173
405 97
406 67
407 160 重複，不採用

408 221
409 59
410 60
411 61
412 × 形状不明

413 80 重複，不採用

414 96
415 98
416 86 重複，不採用

417 174 重複，不採用

418 214
419 222 重複，不採用

420 × 形状不明

421 180
422 82
423 167 重複，不採用

424 81 重複，不採用

425 71 重複，不採用

426 66 重複，不採用

427 *154
428 *153
429 *146
430 *141
431 *149
432 *150
433 *138
434 *151
435 *152
436 × 形状曖昧

437 110 重複，不採用

438 *213 438/439/440同所掲載

439 *213 438/439/440同所掲載

440 *213 438/439/440同所掲載

441 270
442 272
443 273
444 268 重複，不採用

445 269 重複，不採用

446 38 重複，不採用

447 45 重複，不採用

448 *28 448/449/450同所に全 9点
掲載

449 *28 448/449/450同所に全 9点
掲載

450 *28 448/449/450同所に全 9点
掲載

451 *155 451/452同所に 2点掲載

452 *155 451/452同所に 2点掲載

453 27
454 161 重複，不採用

455 *211
456 174 重複，不採用

仮番号
（上）

報告番号（下）
備　　　考

実測図 拓本 写真 非掲載
457 × 形状曖昧

458 *258
459 *267
460 *266
461 × 形状曖昧

462 29
463 × 拓本に糸結束痕，形状不明

464 109 拓本に糸結束痕

465 118 拓本に糸結束痕

466 *157
467 × 形状曖昧

468 *260
469 *263
470 × 形状曖昧

471 112 重複，不採用

472 113 重複，不採用

473 117 重複，不採用

474 *265
475 *264
476 115 重複，不採用

477 *156
478 *259
479 *261
480 *212
481 *262
482 142/143 重複，不採用

483 104 重複，不採用

484 122 重複，不採用

485 43 重複，不採用

486 51 重複，不採用

501 1・2
502 10
503 5
504 14 重複，不採用

505 12 重複，不採用

506 6
507 188
508 224
509 223
510 225
511 24
512 189
513 22
514 23
515 11
516 25
517 26
518 216
519 215 重複，不採用

520 217 重複，不採用

521 275
522 276


